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新ＩＣＴ利活用サービス創出支援事業（電子出版環境整備事業） 

事業評価会 （第１日目）議事録 

 

１ 日時 平成 23年６月 27日（月）13：00～16：00 

２ 場所 総務省８階第１特別会議室 

３ 出席者（敬称略） 

 （１）評価委員 

     末松安晴（座長）、竹内比呂也、武田英明、松田政行、山田肇 

 （２）総務省 

     原政策統括官、武井審議官、安藤情報流通振興課長、松田情報流通行政局情報

流通振興課統括補佐 

４ 議事 

 （１）開催要綱について 

 （２）「新ＩＣＴ利活用サービス創出支援事業」（電子出版環境整備事業）の成果につ

いて 

 （３）その他 

５ 議事録 

【松田情報流通振興課統括補佐】  定刻となりましたので、ただいまから新ＩＣＴ利活

用サービス創出支援事業（電子出版環境整備事業）事業評価会を開催いたします。 

 まず、冒頭、開催に当たり、原政策統括官よりあいさつ申し上げます。 

【原政策統括官】  政策統括官の原です。電子出版の環境整備事業の評価会の開催に当

たり、一言ごあいさつ申し上げます。 

 評価委員の先生方、お忙しいところお集まりいただき、まことにありがとうございます。

また、お集まりの事業者の方々も、お忙しいところ、ご出席賜りありがとうございます。

厚く御礼申し上げます。 

 この事業はご案内のとおり、総務省、文科省、そして、経済産業省、３省合同で開催し

た出版物の利活用の推進に関する懇談会の報告を踏まえ、日本型のオープンな電子出版環

境を整備することを目的に、電子出版に関する技術的課題の解決に向けた事業に取り組ん

だものでございます。昨年１０月、提案評価会を開き、それぞれの先生方からいただいた

評価に基づき、１０のプロジェクトを採択したところでございます。そして、本日はその

成果につきまして、ご発表いただくということになるわけでございます。 
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 そして、この成果を、国際標準化、あるいは普及展開に向けた方向にということを考え

ており、私どものほうから、その点についてもご説明申し上げ、今後の展開方策について、

委員の皆様からご意見をいただければ幸いでございます。 

 今後、この事業で得られた成果につきましては、この評価会でいただいたご意見なども

参考にしながら、国内外への電子出版市場への積極的な展開を図ってまいりたいと考えて

おります。限られた時間ではございますが、委員の皆様におかれましては、それぞれのお

立場から、率直なご意見をいただきますようお願い申し上げます。どうぞよろしくお願い

いたします。ありがとうございます。 

【松田情報流通振興課総括補佐】  本評価会は、本日と明日の２回にわたって開催させ

ていただくこととなっております。まずは、資料の確認をさせていただきたいと思います。 

 お手元、議事次第と書かれた紙があるかと思います。次に、座席表、この座席表をごら

んいただきますと、評価委員の皆様の、左側から「書店店頭とネットワークでの電子出版

の販売を実現するハイブリッド型電子出版流通の基盤技術の標準化および実証」の発表者

から順に並んでいるところでございます。 

 その次が、資料１－１、開催要項でございます。資料１－２、評価対象事業一覧表でご

ざいます。本日は、１３時１０分から、この評価を行っていただくわけでございますが、

本日６件、明日４件の事業の評価をいただくこととしております。時間は、あくまで目安

でございます。 

 その次に、資料１－３として、評価シートを配布させていただいております。その下に、

資料２－１から２－１０まで、それぞれ今回の１０の事業についての概要資料を添付させ

ていただいております。 

 なお、評価委員の皆様方には、左手側に大変分厚い報告書を１０個置いてございますの

で、適宜、ご参照いただければと思います。 

 それでは、本日の資料の中で、開催要項をごらんいただければと思います。この中で、

座長は、評価委員の互選により定めるという形になっております。事務局より、本評価会

の座長を、末松委員にお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

【松田情報流通振興課総括補佐】  ご異議ないようでございますので、末松先生を座長

として選任することでご承認いただけたと思います。 

 それでは、末松座長に司会、進行をお願いしたいと思います。よろしくお願いいたしま
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す。 

【座長】  それでは、ご指名でございますので、進行係を務めさせていただきます。 

 早速ですが、開催要項の説明を事務局からお願いいたします。 

【松田情報流通振興課総括補佐】  それでは、開催要項の説明をさせていただきます。 

 資料１－１でございます。本事業は、「新ＩＣＴ利活用サービス創出支援事業」、いわ

ゆる電子出版の環境整備事業に係る事業成果について、専門的かつ中立的な見地から意見

を聴取させていただくことを目的としているものでございます。 

 なお、本評価委員に関しては、利害関係にある事業者の事業の評価を原則として行うこ

とができないこととされております。 

 また、資料１－１の５でございますが、会議の資料、議事録及び評価結果は、原則公開

するとしております。ただし、座長が必要と認める場合は、その全部、または一部を非公

開とするとしているところでございます。 

 なお、本日は、各事業の実施された方々から、各事業を２０分程度でご説明いただき、

残り１０分で、各委員から自由にコメント等をいただければと考えております。各説明者

の方々にあられましては、この２０分間を有効に活用いただきたいと思っておりますので、

残り５分になった時点でベルを１回鳴らします。また、残り３分になった時点でベルを２

回鳴らします。終了しましたら、３回鳴らしてずっと鳴らしますので、ぜひ会議の円滑な

運営にご協力いただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 評価委員の方々には、各説明、あるいは質疑応答の後、適宜、評価シートにこれまでの

実績、あるいは今後の取り組みについての評価をご記入いただければと思います。評価シ

ートについては、プレゼンや質疑応答の際にご記入いただいても結構でございます。本評

価会終了後、今週７月１日までに事務局にご提出いただければ結構でございますので、ご

記入をお願いできればと思います。 

 以上でございます。 

【座長】  ありがとうございます。 

 それでは、皆様方、開催要綱の進め方等につきましては、これでよろしいでしょうか。 

 それでは、今までの事業の成果につきまして発表をお願いしたいと思います。先ほど話

がありましたように、本日は非常にたくさんの発表がございますので、どうぞ発表の時間

厳守は厳重にお願いしたいと思います。 

 では、初めに、アクセシビリティを考慮した電子出版サービスの実現につきまして、ご



 -4- 

説明をお願いいたします。 

【「アクセシビリティを考慮した電子出版サービスの実現」（以下「アクセシビリティ」

に省略）発表者】  電流協の川崎でございます。それでは、私のほうから、「アクセシ

ビリティを考慮した電子出版サービスの実現」ということで、資料２－１に基づきご報告

を申し上げたいと思います。 

 まず、１ページ目、下の段でございます。背景について、簡単にご説明を申し上げます。

電子出版の普及により、さまざまなハンディキャップを持つ方たちが容易に読書ができる

ようになるということが期待されておりますが、現状では、まだボランティアの方々が、

紙の本をスキャナーとかＯＣＲとか、手作業により電子化して提供したりというところが

主な状況でございます。さらに、電子出版化されているものにつきましても、音声読み上

げでございますとか、文字拡大機能といった機能も対応していないという場合が多い状況

でございます。 

 そういう状況の中で、一般の消費者が利用できる書籍の質、量と比較いたしましても、

いわゆる読書障がい者と呼ばれている方々にとって、利用できる出版物が非常に尐ないレ

ベルにとどまっているという状況でございます。 

 そこで、今回のプロジェクトでございますが、電子出版物の制作プロセスの中で、障が

い者向けの電子出版コンテンツが容易に作成、提供できるような技術仕様案、ガイドライ

ンを策定して、これを用いることで、読書障がい者向けの電子出版物が、一般の電子出版

物制作流通プロセスの中で大きな負担がなく提供できるという環境を整備していくことを

目指しております。 

 これにより、目や手が不自由な方々向けに膨大な電子出版物が提供され、また、彼らが

自分たちの使いやすい利用環境の中で、読みたい電子出版物を簡単に利用できることにな

ることが期待できます。 

 さらに、このような仕様とかガイドラインを押し進めていくことで、例えばオーディオ

ブック対応の電子書籍など、一般の消費者向けにも、新たな市場が提供できるのではない

かと考えている次第でございます。 

 このようなアクセシブルな電子出版物の制作、流通環境をつくり出していくために、今

回のプロジェクトでございますが、資料の上段のほうに書いておりますＴＴＳ対応の電子

出版制作ガイドライン、それから、ＴＴＳ対応テキスト表記仕様案、オープン型電子出版

ＤＲＭ仕様案、オープン型電子出版ＵＩ仕様案、画像データからのテキスト情報抽出ガイ
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ドラインといった多彩なガイドライン仕様案を策定いたしました。 

 次のページをごらんください。実施体制でございます。本プロジェクトにつきましては、

大きく４つのプロジェクトに分けて、進めさせていただきました。 

 まず、電子出版アクセシビリティ調査ワーキング、それと、画像データからのテキスト

抽出ワーキンググループ、これにつきましては、電通さんにご担当いただきました。次に、

電子出版読上機能ワーキンググループにつきましては、日立コンサルティングさんにご担

当いただきました。それから、電子出版物ＤＲＭ／ＵＩ検討ワーキンググループ、これに

つきましては、たくさんの方にご担当いただきましたが、京セラ丸善システムインテグレ

ーションさんを主な担当会社といたしまして、共同開発として、京セラコミュニケーショ

ンシステムさん、ソニーさん、インプレスＲ＆Ｄさん、アクシスソフトさんという方々に、

共同開発者として携わっていただきました。 

 以降、大野さんのほうから、内容についてご報告を申し上げます。 

【「アクセシビリティ」発表者】  それでは、引き続き、今回の電子出版アクセシビリ

ティに関する成果につきまして、詳細をご説明させていただきます。 

 お手元のほうに、報告書もお配りしているかと思いますが、そちらの２１ページ目をご

らんください。今回のプロジェクトの対象としたサービス利用者でございますが、単に視

覚障害の方だけではなく、実際、手足が不自由で、本をめくったり、あるいは、電子書籍

の端末を操作できないような肢体不自由者でございますとか、あるいは６５歳以上等の高

齢者で、視力が低下している方々でございますとか、あるいは、漢字がまだ十分に読めな

い在日外国人の方々でございますとか、あるいは発達障害児といった、落ち着いて本を読

んだりすることができないというような、さまざまな障がいを――障がいと言っていいの

か微妙なところもございますが、そういったハンデがある、さまざまな層を対象として、

アクセシビリティを実現いたしました。 

 今回、解決しようとした課題でございますが、先ほど川崎のほうから説明がありました

が、電子出版が普及してきましたが、視覚障害でございますとか、そういったハンデがあ

る方にとって、自分が利用できる出版物の量が必ずしも増えていないという状況がござい

ます。この原因といたしましては、出版社のほうで、アクセシビリティに対応した出版物

を出すための追加的なコストがかかってしまいまして、それが期待される、そういったハ

ンデのある方向けの市場に対してペイをしないというところが課題になっておりま。そう

いった部分がございますので、出版社でございますとか、印刷会社でございますとか、そ
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ういった電子出版にかかわる事業者の方々が、低コストで容易にアクセシビリティ対応の

電子出版物をつくれるように、必要なガイドラインでございますとか仕様案を策定しよう

というところが、今回のプロジェクトの目的となっております。 

 お手元に配布している資料２－１の３ページ目と４ページ目のほうで、今回の成果につ

きまして、ご説明させていただきます。 

 今回の成果といたしましては、先ほど説明がございましたとおり、５つの分野で７つの

ガイドラインと仕様案を策定しております。順にご説明していきますが、まず、一番最初

に、ＴＴＳ対応電子出版物制作ガイドラインというものを策定いたしました。このＴＴＳ

というのは、音声読み上げの略で、これは音声読み上げを行えるような電子出版物を、ど

ういうふうに出版社、印刷会社等の業務プロセスの中でつくっていくかというところの業

務プロセスについてのガイドラインを策定したものでございます。 

 利用対象者といたしましては、著作者、実際に記述をする著作物を、出版者、印刷会社、

さらには配信事業者でございますとか、機器、アプリケーションメーカーまで、幅広い範

囲を統括したガイドラインとなっております。 

 ２つ目といたしましては、ＴＴＳ対応テキスト表記仕様案を作成いたしました。これは

音声読み上げ対応の仕様案で、特に、日本の書籍でございますと、漢字の読み方が、何通

りも読み方があって、あらかじめ指定しておかないと正しく読み上げることができないで

すとか、あるいは、文章の中で、ルビを使用して、表記しているのとは異なる発音をさせ

たりということがございます。また、文芸書等でございますと、感情表現等で棒印を使っ

たり、空白を使ったりといった、文字で書いてありますけれども、実際は目で見ないと、

内容が伝わってこないという記述をしているものもございます。 

 そういったものを、実際に音声読み上げをするために、正確に読み上げができるために、

補助的な記号等をつけ加えて、何と発音するのか、どういうふうに読み上げソフトが制御

されるのかといったところを指定するためのテキスト表記の仕様案を作成しております。 

 ３番目といたしましては、オープン型電子出版ＤＲＭ仕様案というところを策定してお

ります。こちらにつきましては、オープン型ＤＲＭがなぜ必要かというところが、まずあ

るかと思います。電子出版物を、視覚障害者が利用する場合には、自分が持っている、例

えば点字リーダーでございますとか、あるいはパソコン上の読み上げソフトに、その電子

書籍のデータを入れて、そちらで再生しないと利用できないということが多々ございます。

ただし、現状の電子出版におきましては、出版社が自分たちの作品を保護するためにＤＲ



 -7- 

Ｍをかけており、そういった点字リーダー等にデータを取り出すことができないという形

になっております。 

 そこで、今回、オープン型のＤＲＭ仕様案というところを策定いたしまして、また、そ

れに準拠したＤＲＭを出版社、配信事業者、そして、機器メーカーの方々に実装していた

だくことによって、アクセシビリティを実現する目的のためであれば、そういったＤＲＭ

による管理を超えて、点字リーダーにデータを持っていって、そちらで読み上げを行うと

いうこともできるようになるというところでの技術的仕様を定めております。 

 ４つ目といたしましては、オープン型電子出版ＵＩ仕様案というところがございます。

これは中身は２つ、別々のものを定めており、１つは、操作、ナビゲーションに関するＵ

Ｉ仕様案、ユーザーインターフェースの仕様案を策定しております。これにつきましては、

先ほどのオープン型ＤＲＭとも深くかかわる部分でございますが、ＤＲＭで鍵がかかって

いるものを、オープン型ＤＲＭによって、ほかの機器に持っていって再生しようとする場

合に、例えばデータとしては持っていって、鍵をとくことができても、その電子書籍が意

図している操作につきましては、端末によって操作体系が異なっていたり、あるいは、あ

るアプリケーションで実現できている操作方法が、ほかの端末では実装されていないとい

うことで、出版社の意図どおりの再生ができなくなるという場合がございます。 

 そこで、オープン型ＵＩ仕様案、操作、ナビゲーションに関して仕様を定めておくこと

によって、そういった端末なり、アプリケーションを移動させて再生する場合でも、共通

的なインターフェースで操作できるようになるということを意図して、この仕様を策定し

ております。 

 ４ページ目の５つ目に、ユニバーサル・コンテンツ・コンテナ・フォーマットというも

のを書いてございますが、これは今言いましたオープン型ＤＲＭ仕様案と、オープン型Ｕ

Ｉ仕様案の操作ナビゲーションの部分の規定をパッケージ化して持ち運ぶためのデータ運

搬フォーマットになっております。先ほどのＤＲＭ仕様案に準拠したコンテンツに、ＵＩ

仕様案に準拠した操作コマンド等をつけて、このＵＣＣＦでパッケージ化をするというこ

とによって、非常にハンドリングしやすい形で、電子出版物をアクセシブルな環境に移し

て、そちらで再生することができるようになるものでございます。 

 ６番目といたしましては、オープン型電子出版ＵＩ仕様案、文字拡大機能というところ

でございます。こちらにつきましては、高齢者等を対象にいたしました実証実験を行い、

視力の衰えた方々にとっても、読みやすい文字のサイズでございますとか、あるいは、文
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字を拡大させるための操作機能について、どういった水準のものが必要かというところを

調査して、それに基づいて仕様案として、文字サイズでございますとか、操作方法を取り

まとめしております。 

 最後、７番目でございますが、画像データからのテキスト情報抽出ガイドラインという

ものでございます。こちらにつきましては、現在は、まだアクセシブルな電子出版といた

しましては、あまり出ていないコミックでございますとか雑誌というものをアクセシブル、

特に視覚障害者が利用できるような音声読み上げに対応した形での電子出版物にできるよ

うにするためのガイドラインとなっております。コミックでございますとか雑誌でござい

ますとかは、テキスト情報が絵の中に埋め込まれていましたりとか、文字のレイアウトも、

一般の書籍のようにきれいに配置されているわけではなくて、例えば見出しの部分が横に

大きくなっていたり、レイアウトであるとか、画像に非常に依存しているものになってお

ります。 

 こういったものからテキスト情報を抽出して、それをきちんと整理して、音声読み上げ

に流し込むということができるようになるために、今回、テキスト情報抽出ガイドライン

というところを策定しております。 

 ３ページ目に戻っていただきまして、こういった７種類のガイドライン、仕様案という

ものが、今回、成果物として出てまいりましたので、これらを利用いたしますと、実際の

電子出版のデジタルデータ、ＰＤＦ等でできているものが中心になっておりますが、そう

いったところから、アクセシブルな電子出版データ、きちんと音声読み上げに対応してい

るような電子出版データを作成して、それをＤＲＭで保護した形で配信ができます。さら

に、エンドユーザーの側では、このガイドライン、仕様案に準拠した機器なりアプリケー

ションを利用することによって、きちんとアクセシブルな形で電子出版物を利用すること

ができます。今回つくりました７つの仕様案、ガイドラインを用いることによりまして、

電子出版物データから、アクセシブルな電子出版物利用が可能になるという環境が構築で

きたと考えております。 

 これらの利用者、読者メリットでございますが、非常に容易にアクセシブルな電子出版

物が作成できるようになりますので、アクセシビリティに対応した出版物が増加してくる

ということが期待できます。また、雑誌でございますとかコミックのような、これまで視

覚がい害の方等が読めなかったような出版物につきましても、電子出版という形で利用で

きるようになってきます。さらに、自分が用いている支援機器等を使えるようになります
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ので、非常に操作性もよいということが実現されるかと思います。 

 それ以外にも、著作者、出版社等にとっては、アクセシビリティ対応が必要な利用者の

方々が、今回のガイドライン、仕様案に準拠することによって、実際に顧客になってくる

ということが考えられますので、電子出版物の市場も非常に大きく成長するということが

期待できます。 

 また、サービスプロバイダーでありますとか端末メーカー、あるいはアプリケーション

ベンダーといいました方々にとりましても、新しい市場が創出できるという部分がござい

ます。 

 最後、６ページ目でございますが、今回、７つのガイドライン、及び仕様案を策定して、

アクセシブルな電子出版が提供できるような技術的な環境が整ったわけでございますが、

実際に、これらを出版社であるとか印刷会社、あるいは電子出版にかかわるさまざまな事

業者に利用していただくという形にならないと、アクセシブルな電子出版物の量というも

のが増えてこないというところがございます。 

 でありますので、本年度以降につきましては、電流協が主体となり、特別委員会を内部

に設置して、勉強会でございますとか、業界に対するセミナーでございますとか、さまざ

まな普及促進活動というところを手がけていきたいと考えております。 

 また、これ以外にも、例えばＴＴＳ対応のテキスト表記仕様案でございますとか、ＵＩ

仕様案、あるいは、画像データからのテキスト情報抽出ガイドラインといったものについ

ては、ＧＩＳ化対応についても働きかけを進めていきたいと思います。 

 以上、本プロジェクトの成果及び今後の取り組みのご報告とさせていただきます。あり

がとうございました。 

【座長】  一応、これで全部でよろしいでしょうか。 

【「アクセシビリティ」発表者】  はい。 

【座長】  ありがとうございました。 

 それでは、委員の方々から、コメント、あるいは質問等がございましたら、よろしくお

願いいたします。 

【委員】  ご説明、ありがとうございました。すばらしい成果だと思います。 

 ただ、成果についての質問と今後についての質問が１つございます。成果についての質

問でございますが、技術仕様について、普通に使われているウェブ技術の技術仕様との整

合性について、探しましたが、報告書のほうでも言及がなかったように思いますが、もち
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ろん整合がとれているかということを確認したいというのが１つ目でございます。 

 理由は、電子書籍というのは、電子書籍を読むだけでなくて、読んでいる途中で、どこ

かクリックするとネットに飛びますとか、ネットからまた戻ってくるということは、当然

起こり得るユースケースだと思っておりまして、その場合に、ネット側の技術仕様と整合

がとれていないと、おかしなことが起きるのではないかと思っての質問でございます。 

 ２番目は、普及について、協議会の中に委員会をつくって、普及活動を行うということ

について、どのくらい成算があるのかということで、逆に、例えばある電子書籍端末はＴ

ＴＳできちんと、非常によく読み上げるので、みんながそれを買うということによって普

及するような、市場原理に任せる方法もあると思いますが、それと、このような活動と、

どちらという比較検討をされたことがあるのか。それも報告書に書いておりませんでした

ので、この２つについてお願いいたします。 

【「アクセシビリティ」発表者】  まず、技術仕様の件でございますが、今回、ウェブ

標準のところが仕様書のほうに記載されていないということでございますが、まず、仕様

案のほうには、申しわけございませんが、若干不足しているかと思います。 

 ただ、今回、実験したフォーマットは、ＥＰＵＢ２で行っていて、そういったところ、

今後、内容をさらによいものに仕立て上げていく中で、今日いただいたご意見を取り入れ

て、さらによいものに仕上げていきたいと考えております。 

【座長】  よろしいでしょうか。ほかに。 

【委員】  もう１つの質問です。 

【「アクセシビリティ」発表者】  ご質問の普及促進でございますが、ＴＴＳもＵＩも、

今後、システムベンダーさん、端末会社、そういった方とコラボしながら詰めていくとい

うことを進めないといけないと思っております。今回行うのは、初めの一歩を出すという

ことで、最初の、どこが問題で、どこをやらなきゃいけないかということを明確化すると

いうことに重点を置きましたので、今後、今年度、来年度を含めて、そういったベンダー

系とコラボレーションしながらやっていくということでございます。 

 たまたま、我々のＴＴＳに関しましては、協力していただきました株式会社ＡＩさんが、

既に金沢文庫という、宣伝になってしまいますが、そういったものが、実際にこのアクセ

スビリティの中でやってきたことを、ある程度、準拠して物をつくってきたということで、

次第に浸透していくのではないかと思っております。簡単ではございますが、以上でござ

います。 
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【座長】  よろしいでしょうか。 

【委員】  はい。 

【座長】  それでは、どうぞ。 

【委員】  まず、ちょっと私も理解できませんでしたのが、ＤＲＭの話をここに含めて

議論することに関しまして、もう一度、知りたいです。ＤＲＭの話は、もちろん電子出版

全体において重要な問題であって、必ずしも、アクセシビリティの問題に限る話ではない

と思うにもかかわらず、ここであえて取り上げました理由と、それが一体どう貢献するの

かということにつきまして、もう一度ご説明いただきたいと思います。 

【「アクセシビリティ」発表者】  今回、ＤＲＭを取り上げた件でございますが、まず、

これは報告書の中にも、若干記載が不足しているかもしれませんが、今後、アクセシブル

な電子出版物のフォーマットが、まだ、ひょっとすると、動画などが入り込む可能性もあ

ると考えていて、今回、私たちは、それを検討した結果、コンテナ型といって、すべてを

包み込むような形のパッケージングのＤＲＭというものを、アクセシビリティ用に検討し

たという背景がございます。 

【委員】  いや、私の質問は、なぜ、ＤＲＭをこのアクセシビリティのプロジェクトの

中で取り上げたかという点についてです。 

【「アクセシビリティ」発表者】  一番、すごく簡単に申しまして、ＥＰＵＢもそうで

ございますが、ＴＴＳは、どうしても読み上げにテキスト情報を使います。テキスト情報

を生のまま、そのまま配信いたしますと、コピーされて、いわゆる世の中に広がってしま

います。それをできるだけ避けるために、エンジンだけに渡すためには、やっぱり一般の

方がコピーをするというよりも、エンジン側の中でＤＲＭをといて、ＴＴＳエンジンを出

してあげるという処理をしないといけないです。それを守るために、今回、アクセシビリ

ティの中でＤＲＭということを議論いたしました。 

【委員】  はい。それに対してのプロジェクト的な結果といたしましては、どういうふ

うに考えていますか。ＤＲＭは、まずここに書いてあるようになればオーケーだと。それ

とも、先ほどのお話のパッケージ型をとらねばいけないという指針なのでしょうか。 

【「アクセシビリティ」発表者】  今回はパッケージ型という結論を出しましたが、今

後、実際に制作流通の観点で精査しながら、実際に、どういう形がほんとうにいいのかと

いうことを、引き続き、行っていかないといけないです。しかし、何も決まらなければ、

スタートができませんので、まずはパッケージ型にして、ＴＴＳエンジン、ほかのエンジ
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ンに渡していくという形から、まずはスタートしたいと思い、この仕様でフィックスして

おります。 

【座長】  よろしいですか。ほかにいかがでしょうか。まだ時間がございますので、も

しあれでしたら。 

【委員】  幾つかの仕様案をおつくりになっておりますが、例えば、文字拡大機能は、

すでにさまざまな端末で、実装されていると理解しております。そういったものを、あえ

てこの中で、取り上げなければならない意味というのは、どこにあるのか、ご説明いただ

ければ幸いです。 

【「アクセシビリティ」発表者】  さまざまな端末が、今、世の中になって、これから

も、さまざまな端末が出てくると思いますが、改めて、さまざまな液晶サイズでございま

すとか、そういったものに合わせて、実際に、こういったぐらいのサイズをお勧めすると

いう案をつくることが、ヒアリングの中から、障害者の方からも、これぐらいのサイズな

ら、どの端末でも読みやすいというアンケートをとった結果で、今回、出しております。 

【委員】  今ひとつ良くわかりません。 

【「アクセシビリティ」発表者】  実際に、障がい者の方でございますとか、高齢者の

方でございますとか、そういった方々の実地に基づいて、どんな端末であっても、どんな

液晶サイズの端末であっても、これぐらいのサイズが欲しいというようなリクエストを受

けた結果で出しております。 

【委員】  例えば拡大、縮小したりするときの操作性まで含めて、この仕様の中に含ま

れているという理解でよろしいでしょうか。 

【「アクセシビリティ」発表者】  そうです。 

【委員】  わかりました。ありがとうございます。 

【座長】  これから普及を図られるということでございますが、どれぐらいのスピード

で普及が達成されるか、その辺はいかがでしょうか。 

【「アクセシビリティ」発表者】  目標は、ほんとうは１年や２年ぐらいで行いたいで

すが、業界のコンセンサスをとっていかないといけませんので、本音を申して、自分

が６０になるまでには成功させたいと思っておりますが、ここ１０年を目標に、短くても

ここ５年以内には何かしら出していきたいと思っております。それから、実際に障害者の

方々も含めまして、いろいろな本を普及して、世界に誇れる日本の福祉国家としてアピー

ルしていきたいと思っております。 
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【座長】  スピードが問題だと思いますが、よろしくお願いしたいと思います。 

 ほかに質問はございますか。 

【委員】  実施してまいりますときに、特に読み上げの技術につきましては、正確に読

み上げるということは、どんどん高度化していかなくてはいけないと思いますが、上手に

読むことを高度化することにつきましては、危険性があると思います。この点の見解はい

かがでしょうか。 

【「アクセシビリティ」発表者】  ほんとうに人間が読んでいるのか、機械が読んでい

るのかわからないような、最終的には、本来技術的には目標にしたいのでございますが、

多分それは不可能ということになります。障害者の方々といろいろディスカッションいた

しましたが、そこそこ読めればいいと。漢字も間違って読まなければいい。そこでイント

ネーションや感情なんて、込めてもらってもいいし、込めなくてもいい。それは自動的に

自分たちの設定でやりたいと。でありますから、技術は進むが、できるだけ正しく読む。

いわゆる人間的に読むというよりも、文章をきちんと読むというところに特化をして進め

ていきたいと思います。 

【座長】  では、最後の質問でお願いいたします。 

【委員】  その点については、ぜひそうしてほしいです。視覚障害の方は、変な表現で

すが、３倍速ぐらいの速さで流れる声を聞き取れる方もいらっしゃいますので、そういう

方にとって、上手に読んで３倍速にする必要は全然ないので、むしろ正確に読むというこ

とにぜひ努めていただければと思います。 

【座長】  ありがとうございます。 

【「アクセシビリティ」発表者】  あと、追記になりますが、実験の中で、音になれて

いない方もいらっしゃいますので、今後、そういった情報リテラシーの勉強会等も含めま

して、いわゆる障害者、もしくは高齢者も含めて、コンピューターで読み上げをすること

になれていただくといったことで理解度を上げていくということも普及の中の一つかと考

えております。プラス３倍速、最高で６倍速で聞くという――６倍速というのは実現でき

ませんが、４倍速、５倍速とございますので、今、委員の先生方にご指摘いただきました

たように進めていきたいと思います。 

【座長】  ありがとうございました。まだ質問がある方もいらっしゃいますが、時間が

参りましたので、次に移らせていただきます。 

 次は、「次世代電子出版コンテンツＩＤ推進プロジェクト」についてご説明をお願いい
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たします。 

【「次世代電子出版～プロジェクト」（以下「コンテンツＩＤ」と省略）発表者】  資

料２－２をごらんください。「次世代電子出版コンテンツＩＤ推進プロジェクト」という

ことで、代表機関が社団法人日本雑誌協会、並びに共同提案者、共同調査者として、伊藤

忠テクノソリューションズ、インプレスＲ＆Ｄが担当させていただきました。 

 ３ページをごらんください。基本的なプロジェクトの目的でございますが、ご存じのと

おり、今、紙の出版市場がシュリンク、縮小しております。その流れの中で、電子出版市

場は拡大、拡張傾向でございまして、今後、２０１４年で１,３００億円ぐらいの市場を

見込んでおります。 

 ただ、現在、まだいろいろな読者並びに国民の声を聞きますと、１つはマイクロコンテ

ンツ単位、つまり、記事や目次単位で細分化された配信、閲覧もごらんになりたいという

ニーズがあるものの、まだこの環境ができていないということ。並びに、今後のオープン

型電子出版環境の整備に当たりましては、商用、いわゆるビジネスベースで動くコンテン

ツの流通管理コードがまだ定まっていないという課題を踏まえまして、今回、電子出版コ

ンテンツ流通管理コード、略称の通称でございますが、電子出版コードと今日は略させて

いただきますが、電子出版コードの策定並びにその利活用に基づく、いろいろな意味での

読者の方々に検索を容易にしていただけるためのインデックス情報データベースの検証並

びに、そのデータベースを利用した形で、全体的に有機的にどのようにオープン型電子出

版環境がつくれるかという、最後の部分は提言になりますが、電子出版スマートクラウド

の検討という３点を検討させていただきました。 

 ４ページが今申し上げましたプロジェクトの概念図と検討スコープでございます。黒い

抜き出しの部分、白抜きの部分が、基本的に検討スコープとしてございます。 

 次の５ページ目をごらんください。今触れました電子出版コードの定義づけは、基本的

には電子出版物の流通、管理におきまして、出版社（者）が付番する共通のユニークコー

ドとしております。「シュッパンシャ」の「シャ」が「社」と「者」と２つございます。

これは、「者」のほうは、ご存じのとおり、個人の今後、電子出版物を発行する方も対象

とするという意味で、「社」と「者」という両方併記になっております。この方たちがユ

ニークコードを付番していただくとともに、電子出版配信流通業者、あるいは関連業者の

方々も共通で利活用いただける管理コードとするということを定義づけております。 

 今回、その検討に当たりまして、国内外で調査をさせていただきました。基本的に、国
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内においては、ＪＤＣＮ、ＩＳＢＮ、ＩＳＳＮあるいは雑誌コードというコードが、現在、

紙並びに電子においてはご利用になっております。それから、海外においては、これに加

えて、特にアカデミック分野においてＤＯＩ、そしてＡＲＫというコードをご利用されて

おります。そして、後ほど触れますとおり、これらのコードが利用できないかということ

をいろいろな調査面、あるいは多々ヒアリングさせていただいて検討させていただきまし

た。 

 めくっていただいて、６ページの右上でございます。後ほど実証実験については触れさ

せていただきますが、右上の既存コードにおいての電子出版コンテンツ流通管理コードへ

の適用に関する考察をごらんください。基本的には、現在、ＩＳＢＮあるいはＩＳＳＮと

いう世界標準のコードがございますが、今後、発展的にマイクロコンテンツ単位でも流通

できるような形のものに適用できるかという検討をいたしましたところ、現在ＩＳＢＮコ

ードは、ご存じのとおり、パッケージ単位でございますので、やはりこれでは難しいとい

うことが１点。 

 そして２点目といたしまして、ＤＯＩやＡＲＫという、世界的に既にアカデミック出版

において利用されているコードが適用できないかということは十二分に検討させていただ

きました。特に、イギリスに本部を持つＤＯＩを所管されているクロスレフのエグゼクテ

ィブディレクターにも直接ヒアリングをさせていただいて、これが今、一部イングランド

等で使われております、商業ベースでも日本でも利用できないかという検討は十二分にさ

せていただきましたが、そのエグゼクティブディレクターによっても、残念ながら、こち

らの商業物ではまだ適用は難しいのではないかという検討の中で、今後、中長期的にはそ

ちらとの連動も考えながら、今回は基本的には商業ベースで利用できるという範囲で検討

させていただいた経過がございます。 

 ４番目のぽつでございますが、既に実は日本では、デジタルコミックの分野において、

ＪＤＣＮ、Japan Digital Content Comic Number というコードが利用されております。

これについては、実はもう既に６００億を超える市場が携帯コミックを中心にでき上がっ

ているということ、そして、今年度中には、世界にも発信していくという背景を踏まえま

して、このコードが既に出版社でも利用されておられる点を踏まえまして、このＪＤＣＮ

コードをベースにして、それはコミックだけで適用されておりましたので、書籍や雑誌で

も適用できないかという観点に基づいて検討をしてまいりました。 

 同時に、配信流通事業者の意向も踏まえますと、相互連携することは問題ないというこ
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と、並びに、できれば逆に早く出版業界が統一したコードを利用してほしいというのが配

信流通業者様のお声でございました。 

 若干飛びますが、８ページ目をごらんください。その検討を踏まえまして、各有識者の

方々のご意見も踏まえた仕様書案となっております。左側の仕様書案にございますとおり、

基本的には２０けたのコードになっております。頭８けたが必須コード、残り１２けたが

自由コードという形でなっております。８けたについては、十数年間はおそらく紙と同時

に電子出版物を出してくるケースが非常に多いです。並びに紙のほうが定本となり得る可

能性が十二分にあるということで、１３けたのＩＳＢＮコードの中から８けたをそのまま、

書籍、コミックにおいては流用できる形を考えております。 

 ただ、雑誌コードについては、残念ながらＩＳＢＮとは異なりますので、また別途、推

奨モデルとして、雑誌の場合のコードの考え方も今回は触れております。 

 頭８けたを、ＩＳＢＮの定義の一部を利用することによって、日本における出版社並び

に出版者の、基本的には重複がないということが最大の一つの価値になるかと思っており

ます。残り１２けたについては、今後、電子出版という市場が広がっていく中で、いろい

ろなビジネスモデル、あるいはビジネス形態が広がるだろう。並びに、後ほど触れますと

おり、配信事業者、関連事業者との連動を考えますと、このあたりは今後自由に現段階で

は設けておいて、拡張する中でいろいろな形の推奨モデルを提案していったほうがいいだ

ろうという、今回のこのフェーズの検討になっております。 

 基本的には、右側にございますとおり、推奨モデルをガイドラインとして定めておりま

す。ガイドラインの真ん中にございますとおり、残り１２けたを、基本的には頭４けたが

記事番号、次が自由記号、そして最後はチェックデジットとしております。記事番号とい

うのは何かといいますと、先ほど触れましたとおり、マイクロコンテンツ単位にした場合

の一つの記事、目次単位、雑誌でございますと記事単位、そしてコミックでございますと

話割単位、巻数単位とみなしていただければ結構でございます。そして、書籍においても、

一部短編集でございますとか、あるいはビジネス書でございますと、章、節、款という単

位でも割れるような形を考えております。 

 その下にございますとおり、国民の方々、あるいは出版社（者）、関連事業者にとりま

しては、それぞれ価値効果がこれによって格段に向上するというふうに思っております。

基本的に、読者の方々にきましては、自分の求める情報への到達性が向上する、そして、

今後の電子出版の新しい形でパーソナライズされました電子書庫をつくることまで視野に
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置いております。 

 出版社（者）にとりましては、これによって共通の流通管理コードになりますので、配

信事業者側との連携が非常にスムーズになります。それから、今後新たなこの基本コード

になりますので、キーコードとしていただいて、さまざまなメタ情報と連動する形で、電

子出版物のみならず、そこにおける拡張したビジネスとの連携が可能になるというふうに

考えております。 

 同時に、配信流通事業者等の関連事業者におきましても、同様のメリット、価値効果が

あると考えております。 

 それでは、次に９ページでございます。このコードを使って、では、どのような読者並

びに国民の方に新たなメリットを享受いただくかということで、１つ今回トライアルいた

しましたのが、インデックス情報でございます。従来、ご存じのとおり、書誌情報でござ

いますとか全文検索エンジンに基づく全文検索という形が現在のビジネスでは１つの検索

形態になっておりますが、今後、電子出版物が増えていく中では、いわゆるセマンティッ

クな検索、意味検索、あるいは最近でございますと連想検索という言葉の定義が加わって

おりますが、そういったものに対応できないかという試みをいたしましたのがこのインデ

ックス情報でございます。つまり、本文中に含まれない言葉並びにそういったものから連

想できるキーワードを抽出し、それに基づいて、より到達度が高い検索性を読者の方に、

あるいは国民の方に提供できないかという実験を試みました。 

 ９ページの右真ん中にございますとおり、それぞれの読者、国民並びに出版社、電子出

版事業者が、価値効果がこれによって広がってくるというふうに考えております。 

 めくっていただいて、１０ページでございます。１０ページが、それにおけるシステム

機能のガイドライン並びに仕様案を今回策定させていただきました。システム機能におき

ましては、基本的には、検索を実現するためのコンテンツデータと書誌情報等のメタ情報

の格納、並びに先ほど触れましたとおり、抽出ワード、テキスト本文に電子出版物のダイ

レクトに本文に含まれない名詞等を抽出して、並びに連想ワードも自動生成することによ

って、より高い、新たな検索性を読者の方に提供できるということが１点。 

 それから、システム機能２といたしましては、インターフェースは、後ほど触れるクラ

ウド上の展開も含めたＷｅｂ ＡＰＩの連携、２番目といたしましては、カスタマイズ、

属性データによるいろいろな絞り込みが自由に選択可能になること。そして３番目といた

しましては、それぞれ読者側の方々が重みづけ検索をできることということで、そういっ
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た点を踏まえたガイドラインに基づきまして、先ほどスキップしてしまいましたが、６ペ

ージ、７ページの実証実験並びにその立証、検証を行いました。 

 ６ページの左上にございます実証実験の結果のとおり、基本的にこちらのほうは電子出

版コードを付与して、しっかりと閲覧性の検証ができるかどうかという点につきましては、

十分にできました。そして、相互閲覧性の向上についても検証ができました。 

 ７ページのほうでは、今触れたインデックス情報に基づいたインデックス情報の検証を

行い、現在の全文検索とは異なる――それぞれ価値があるともちろん思っておりますが、

また新たな価値の創出ということで、検索到達性が高い結果が立証できたと思っておりま

す。 

 それでは、１１ページにもう一度戻っていただいて、提言の部分でございます。こちら

は、３省懇の考え方を踏まえまして、いかに各プレーヤー、電子出版の事業者の連携がと

れるかということの提言部分となっていて、ここについては、実証実験は試みておりませ

ん。 

 基本的なコンセプトガイドラインの目的といたしましては、今触れましたとおり、オー

プン型電子出版環境を実現するために、各電子出版の事業者のクラウドが有機的につなが

っている状態を一応検討いたしました。１１ページの右上にございますイメージというの

は、１カ所に集中されているものではなく、それぞれの電子出版の事業者のクラウド環境

が有機的につながっていて、このような１つの形になっているイメージでございます。あ

くまでも、全体のいろいろな要素がグリッティングしていくというようなことでご理解願

えると幸いでございます。 

 こういったものがつながることによって、より電子出版が速やかに、なおかつ円滑に市

場が立ち上がるということでございます。 

 １１ページの右下にございますとおり、システム要件につきましては、ご案内のとおり、

総務省様のスマートクラウド研究会及び昨年度立ち上がりましたジャパン・クラウド・コ

ンソーシアムのシステム要件に基づいた設計とさせていただいております。 

 そういったものができ上がりますと、１２ページをごらんください。基本的にそれぞれ

の役割並びに価値効果もこのあたりで触れております。右側にございますとおり、出版物

を置きかえるだけのビジネスではなく、よりデジタルコンテンツによって波及する大きな

多様なビジネスへの展開というのがここで例示として今回報告させていただいております。

並びに、関連事業者の多様なビジネスの展開ということで、より日本における電子出版市
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場が世界で競争力を持つような形ということを検討しております。 

 最後に、１３ページでございますが、今後のスケジュール並びに課題となっておりま

す。１つは、ご存じのとおり、３月１１日の東日本大震災によって、我々出版業界のほう

も、いろいろな意味での見直す機会をいただいております。今回、偶然ではございますが、

検討させていただきましたスマートクラウド、これがより災害の発生時に強いということ、

あるいは例えば地域全体に普及できる、並びに地域を限定してサービスもできる、社会貢

献もできるということで、よりこの考え方は、国のご支援もいただきながら進めたいとい

うふうに願っているところでございます。 

 １３ページの右下にございますとおり、今後の課題としては３点ございます。①といた

しましては、コード管理運用機関の検討、②国内の標準化によるオーサライズ、③正式名

称等の検討が必要と思っていて、特に国際規格並びに国内規格においては、ＩＳＯ、ＩＥ

Ｃ、ＥＤＩtＥＵＲという３団体の、それぞれ日本のチェアマンには確認させていただい

て、それぞれ十二分に検討ができるということの言質をいただいております。 

 最後の１４ページにございますとおり、それらを踏まえまして、この電子出版コードの

普及活動、並びに集中管理機構等の検討が今年度、そして、同様に国際・国内標準化の詳

細調査及び申請の検討というのが今年度、そして、スマートクラウドの考え方に基づいた

継続した実証実験ということを今年度踏まえまして、できれば来年度、平成２４年度には

この電子出版コードの考え方を、電子出版業界について普及して、実際の運用に図りたい

と願っております。 

 以上です。ありがとうございました。 

【座長】  ありがとうございました。 

 それでは、皆様方、質問をお願いいたします。 

【委員】  非常に現実的な提案でございまして、そういう意味では、すごく具体性があ

る提案ですごく評価できると思いますが、逆にそれがゆえに、いかにこれを実施するかと

いうところに、このプロジェクトは尽きると思います。先ほど、一番最後で、これは再来

年度ぐらいにはという話が出ておりましたが、非常に制約が緩い、デジットが増えただけ

という仕組みですので、極端な話で言いますと、ＤＢができなくても出版社は対応可能な

仕組みです。ある種、ＩＳＢＮと同じ仕組みですので、出版社ごとが管理できれば済むレ

ベルなので、そういう意味では、ぜひとも業界の基準として、もうすぐにでも始まるよう

な体制とか、もうちょっと実施に対する仕組みというのはお考えいただいたらいいのかな
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と思っておりましたが、いかがでしょうか。 

【「コンテンツＩＤ」発表者】  大変貴重なご意見、ありがとうございます。 

 おっしゃるとおりでありまして、早く我々出版業界は、業界みずから共通化するべきだ

と思っておりますし、むしろ関連事業者の方々、配信事業者の方々のほうが早く対応して

ほしいという声もございます。 

 ただ、残念ながら、出版業界の数は４,０００社という非常に多くの数があって、我々

雑誌協会のみならず、今日、明日いろいろなご発表がございます書籍協会並びに電書協様、

あるいは先ほどご発表された電流協様ともリエゾンをとりながら。今、ＩＳＢＮを所管さ

れておりますのがＪＰＯ出版インフラセンター様でございますので、ここでのノウハウも

一緒に検討していただきながら、より早く進められるように頑張りたいと思っております。 

 貴重なご意見、ありがとうございました。 

【「コンテンツＩＤ」発表者】  若干オーソライズの話でございますが、例えば雑誌で

表現いたしますと、雑誌はもともとさまざまなコンテンツの集合体というところで、その

雑誌１冊が１つの表現媒体であるというところで、１つ１つのコンテンツコードでばらば

らにしていくということのマーケットが、なかなかつくり手側が想像しづらいという部分

があって、我々の雑誌協会のデジタルコンテンツ推進委員会で２年間進めてきております。 

 逆に、例えば今回の３月１１日以降のことで申しますと、その中で、かなりコミックを

中心にして配信を実際に、物が届けられないという状況の中で、やっていかなければなら

ないということが起こりました。実はその中で、例えば漫画、雑誌で言いますと、漫画

の１話１話を別々に組み合わせて１つのパッケージにして配信するという試みが行われま

した。これは、そういう意味で、完璧にこの考え方で、そこにはコンテンツコードを載っ

けているわけではございませんが、これがこういった中で普遍していくことによって、比

較的我々が考えるより早い段階でこういうマーケットが考えられるのではないかというふ

うに我々は今思っております。 

【委員】  ぜひ期待しています。 

【「コンテンツＩＤ」発表者】  もう一点だけ触れさせていただきますと、今既に雑誌

協会からＪＰＯ出版インフラセンター様のほうにご検討願っているところでございます

が、７月のＪＰＯ様の運営委員会において、電子出版コードの研究委員会の設置を検討い

ただけるというご回答もいただいております。 

 この中で、先ほど触れましたとおり、ＩＳＢＮのコードを管理いただいているという点、
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それから出版インフラセンターが、出版団体のみならず、取り次ぎ並びに流通業者等の各

団体さんが所管されているという点、それから、先ほどの国際標準におきましても、エデ

ィトゥールの日本窓口がＪＰＯ様になっておりますので、そういった意味でも、フォーラ

ム標準になりますが、そういった点からも国際標準化しやすいという点から、ぜひそれを

視野に置いて、今後検討を重ねていきたいと思っております。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

【委員】  質問ではなくコメントと期待ですが、配付資料の８ページにある仕様書案の

国際標準化というのは、ぜひとも強力にご推進いただきたいと思っております。 

 それから、報告書のほうでは、参考という扱いで、著作権管理のことについて触れられ

ておりますが、これは非常に期待されていると私は考えております。ぜひ、単に番号振る

だけではなく、著作権管理の実現、つまり、大学等の高等教育の環境で、コンテンツのリ

ユースをしやすい環境をぜひとも早くつくっていただきたいと期待しております。 

【「コンテンツＩＤ」発表者】  大変貴重なご意見、ありがとうございます。今、おっ

しゃっていただきましたとおり、まずキーコードが電子出版コードとしてなりますので、

そのプロパティとして今おっしゃっていただいた今後の著作権管理情報等もひもづけられ

ると理解していて、より著者の方々、あるいは読者の方々にも円滑的に、なおかついいコ

ンテンツが提供できるように努めてまいりたいと思います。 

 ありがとうございます。 

【座長】  ありがとうございました。 

【委員】  音楽の世界では、ＣＤＣという団体が、楽曲及び演奏等している特性を数字

的に最初の何小節か聞けば、自動的に振り分けができます。尐なくともどの曲、だれが歌

った曲かということは特定できるという技術が完成していて、ＣＤＣはそれを使っている

というふうに聞いておりますが、出版物についても、例えば最初の１ページを認識すると、

どの出版社からのどういう論文かということを認識するようなことはできないのでしょう

か。できるとすれば、コードづけをするということは当然必要だと思いますが、論文の一

部分を利用者の側で使いましたときに、自動的にそれがどの出版物からの引用かというこ

とが処理できるようになります。権利処理が、送信側からでなくて、受信した側からでき

るというメリットがあると思いますが、その点のご検討はいかがでしょうか。 

【「コンテンツＩＤ」発表者】  貴重なご意見、大変ありがとうございます。 

 おっしゃるとおり、今、音楽の業界ではＣＤＣさんがフットプリントという技術を使っ
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て、頭何フレーズかの音楽によって、全部認識できるようになっております。 

 ご存じのとおり、電子出版におきましてもそういった検討が十分必要だと思っておりま

すが、現段階の技術におきましては、残念ながら、まだ文字ベースのほうの認識率が弱い

ということ、それから、そういった問題も含めまして、実は今回、１つご提案の中にある

インデックス情報データベースというのが、例えば目次情報をきっちりと我々は持つべき

だろうと思っております。この目次情報が、我々編集者がつくりました基本的にそれを認

識できる１つのキーになるだろうと思っておりまして、それも含めまして、今ご示唆いた

だきましたとおり、今後十分な技術的なイノベーションも含めて検討すべき課題だと認識

しております。 

 貴重なご意見、ありがとうございます。 

【委員】  いずれにしましても、この技術は現実性がありますし、急がなくてはいけな

いと私と思っております。 

【「コンテンツＩＤ」発表者】  ありがとうございます。 

【委員】  僕も、この研究はしっかりした研究だと思いましたが、唯一、どこにも説明

がなくて、当たり前すぎるからだろうと思いますが、わからなかったのは、なぜけた数を

決めなくてはならないかである。タグつき言語にすれば、けた数なんて関係ないと思いま

すが、何で１２けたとか８けたというふうに決めているのでしょうか。 

【「コンテンツＩＤ」発表者】  既存の紙の出版物におきましては、例えばＩＳＢＮ

が１３けたでございますとか、現在、国際的にけた数を定める流通になっていて、電子に

おいても、そのけた数を定めていきましたほうが、より……。 

【委員】  それは、１３けたの中の８けたを使うとおっしゃった前半の８けたはわかり

ますが、後ろの１２けたなんか、出版社が勝手に決めればよい話で。識別番号のほう。そ

れが何で１２けたなのかがわかりません。 

【「コンテンツＩＤ」発表者】  ２つの観点がございます。１つは、ある程度のけた数

を定めておかないと、今年度の課題となっておりますが、１つは、集中管理機構等のデー

タベースを設けましたときに、エラーチェックでございますとか、それぞれの重複、いわ

ゆるコンフリクトが起こさないようにしやすいという点が１点でございます。 

 それから２点目といたしますと、先ほど配信事業者様側のほうも早く共通化してほしい

というご意見がございました中で、もう一つのご意見といたしまして、実際上は、各ＣＰ

様、配信事業者が持っている内部のコンテンツコードに変換して利用されるということで、
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変換テーブルを持たれるというのがほとんどでございました。したがって、こちらも出版

社側も共通のけた数が必要という認識のもとに、今回、残りの１２けたということで定め

ております。 

【委員】  その１２けたで、チェックデジットもございますので１１けたかもしれませ

んが、それで何百年分かは大丈夫とか、そういうことはわかっているのでしょうか。 

【「コンテンツＩＤ」発表者】  今回、実はＩＳＢＮ等につきましては、数字だけで今

まではコード設定を、国際基準であるので定めておりましたが、今回、英字大文字、英字

小文字も組み合わせて使えるということで設定いたしましたので、ご案内のとおり、天文

学的な数字まで組み合わせは可能ということでございます。やはり２０年、３０年利用で

きないと、先生ご指摘のとおりでございますので、そういったことを視野に置いて一応作

成いたしました。 

【座長】  よろしいでしょうか。ほかに。 

 先ほど、このけた数は変えることが可能だということはちらっとおっしゃったように思

いますが、そう了解しておいてよろしいですか。おっしゃりませんでしたか。決めたらも

う当分変えないということでしょうか。 

【「コンテンツＩＤ」発表者】  一たん２０けたの中で運用をしていきたいと思ってお

ります。 

 ただ、先生ご指摘のとおり、今後、電子出版市場がどのような広がりを持つのかという

のがまだ見えない部分が十二分に、我々すべての電子出版業界においてはございますので、

ある一定時期の中で、ビジネスモデルが見えた段階で、若干の修正等は当然必要だと思っ

ております。 

 ただ、もう一つの点といたしましては、この報告書に触れておりますとおり、国際展開

のときのコードを国番号等を付与するのか、プラスアルファつけるのかという検討は今年

度の課題として我々も認識しているところでございます。 

【座長】  ありがとうございます。 

 では、ほかに何かございますか。 

 ないようでしたら、時間が参りましたので、次に移らせていただきます。ありがとうご

ざいました。 

【「コンテンツＩＤ」発表者】  ありがとうございました。 

【座長】  次は、「メタデータ情報基盤構築事業」についてご説明をお願いいたします。 
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【「メタデータ情報基盤構築事業」（以下「メタデータ」と省略）発表者】  「メタデ

ータ情報基盤構築事業」についてご説明させていただきます。 

 資料に沿ってご説明いたします。本事業、代表機関といたしまして、筑波大学、共同提

案者といたしまして、インフォコム株式会社、株式会社インフォコム西日本、合資会社ゼ

ノン、株式会社ナレッジ・シナジー、ロジカルウェブ株式会社、株式会社ジオ・ブレーン、

この共同提案組織でご提案させていただいております。 

 次のページに行っていただき、まず、事業の概要のご説明となっております。 

 このメタデータ情報基盤構築事業でございますが、メタデータの相互運用性と利用性の

高度化を目標といたしまして、メタデータの記述規則等の標準仕様、そして、オープンな

メタデータ情報基盤の仕組みを検証・実証するということで実施させていただいておりま

す。 

 概要図といたしまして、１ページに図がございますが、現状、デジタルコンテンツの流

通において必要不可欠となっているメタデータに関しまして、各図書館でございますとか、

博物館、美術館、出版社、規格団体、そういったコミュニティ単位ではある程度のメタデ

ータの項目等の統一というのが図られつつある状況だと思います。ですが、そういったコ

ミュニティを超えたメタデータの流通、メタデータの記述規則の共同利用といったところ

につきましては、現状ではなされていない状況であって、分野を超えたメタデータの相互

運用、利活用といった点で、現状、問題が出ております。今後ますます増え続けるデジタ

ルコンテンツの増加に伴って、メタデータ記述規則の乱立というのが予想されているとい

うような状況でございます。 

 それに対して、本事業では、こちら図の真ん中にございますメタデータ情報基盤のシス

テムを構築して、だれもが簡単にいろいろな分野のメタデータの規則を理解して、他館の

メタデータを自館のメタデータとして利用できる、もしくは記載されている内容を正しく

理解できるというようなことを目的としております。 

 今回の事業では、メタデータ情報基盤につきまして、各組織、各機関の有識者様のほう

からご助言をいただいて、どういった機能が必要なのか、また、登録するためにはどうい

った記述規則を登録すべきなのか、その記述規則はどういった形で表現すべきなのかとい

ったところを検討いたしました。現状、こちら、メタデータ情報基盤システムが完成して

いて、公開準備段階という形になっております。 

 次のページに参り、実施体制についてご説明させていただきます。左側にある提案者の
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組織でございます。代表提案者といたしましては、先ほど申し上げましたように、筑波大

学様に実施していただき、共同提案者として各企業が共同提案をさせていただいておりま

す。また、この提案者の組織の中で、検討会という組織を組んで、この事業に関する各種

の検討を行うという形で体制を整えさせていただきました。 

 図の右側にございますメタデータ情報基盤研究会、こちらは現在、筑波大学のほうで実

施されている研究会でございますが、この研究会も本プロジェクトの目的と同じく、メタ

データの相互運用性等を高めていくための研究会でございまして、こちらの研究会の助言

を本事業の検討会のほうにもいただいて、技術支援、メタデータ規則の収集に関する支援、

検討会の構成員の選任等を実施していただきました。 

 右下にございます本事業終了後の運営主体についてでございますが、こちらは現在、運

営主体となる組織を設立する予定でございまして、一般社団法人としてメタデータ、この

基盤システムを運用する組織を設立していく予定でございます。 

 ただ、こちらに関しましても、メタデータ情報基盤研究会のほうからは、今後引き続き

助言をいただいて、協力して本事業、もしくはメタデータの共有といったところの事業を

進めていく予定でございます。 

 ページを１つ飛ばしていただき、４ページをごらんください。今回、調査・検討・開

発・実施内容といたしましては、大きく１番と２番の２つがございます。まず、１番目は、

サービス創出に向けた開発・実証となっていて、具体的に申し上げますと、メタデータ・

スキーマ・レジストリという、メタデータの記述規則を蓄積、保管、公開するための格納

庫を構築いたしました。あわせて、格納庫のサービスについて実証実験を行って、今後の

サービスの展開について検証を行っております。 

 もう一つの大きな実施内容といたしましては、技術の確立、技術標準化、運用ガイドラ

インの策定となっております。こちらでは、メタデータの記述規則について、どういった

形で定義していけばいいのか、どういった形で提供すべきなのか、どういった形で収集、

提供、維持管理するための体制を整備できるのかといったところを検討いたしました。 

 また、この検討結果をもって、メタデータ情報共有のためのガイドラインを作成してお

ります。 

 ５ページにいっていただいて、検討会議と国際シンポジウムということでご説明させて

いただきます。 

 今回、本事業を進めるに当たって、５回の検討会を実施しており、１回の国際シンポジ
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ウム、また、最終報告会というものを実施させていただいております。国際シンポジウム

では、国内外の有識者の方を招聘して、メタデータ共有に関するメタデータ情報の将来に

ついて議論を交わさせていただきました。こちらは一般参加を含め、約８０名の方に参加

いただいている状況でございます。 

 次のページに参って、メタデータ情報基盤システム、Meta Bridgeの構築に関してご説

明いたします。 

 こちら、本事業のメインの成果となってまいりますが、メタデータ情報基盤システムと

いうシステムを構築いたしま。こちら、実際のシステム構築期間は非常にタイトな構築期

間となっていて、実際の開発段階では、３回のリリースに分けて実証も含め、実施をして

おります。 

 機能といたしましては、主にメタデータ規則の登録、利用、もう一つとして、他のシス

テムからの利用という３点を重点にシステム設計と開発を行っております。 

 もう一点、メタデータ情報共有のためのガイドラインを作成しております。こちらは、

デジタルコンテンツにかかわるさまざまな機関にとって、メタデータを公開する際に、共

有、再利用性の高い記述をするためのよりどころとなるものとしてガイドラインを作成い

たしました。こちらは、このガイドラインを使っていただければ、メタデータの提供機関

だけではなく、利用者にとっても利用性の高いメタデータを作成できるようになる、もし

くは、こういったガイドラインをつくったメタデータが流通することにより、新たな付加

価値を持ったサービスの機会が提供できるというようなものを目指しております。 

 ただ、こちらのガイドラインに関しましては、なかなか記載の内容が専門的で難しいと

いうご指摘も作成段階では受けて、幅広く利用いただくためにさまざまな工夫をさせてい

ただき、作成しております。 

 次の７ページに行っていただき、メタデータ情報基盤システム、Meta Bridgeの実証実

験の結果について簡単にご報告させていただきます。 

 全体的な評価といたしましては、こういったメタデータ情報基盤のシステム自体、現状、

国内にはあまり事例がないということと、各機関の皆様のほうで、メタデータの利用促進、

共同利用といった点に関する意識が非常に高いというところで、こういったシステムに関

する関心の高さというものが浮き彫りになった形となっております。 

 また、領域を超えたメタデータ構造の検索ですとか、メタデータ構造のバージョン管理、

こういった従来、あまり提供されていなかった機能に関する評価もいただきました。 
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 ただ、一方で、開発期間は非常に短い期間でありましたので、使い勝手の点ですとかマ

ニュアル等の不備等の指摘がございまして、そういった点で、今後の課題として浮き彫り

になってきた面もございました。 

 続いて、開発・実証の本事業の成果としてご説明させていただきます。 

 これまで開発・実証内容のところでも何度か触れさせていただいておりますが、まず、

一番大きな成果といたしましては、メタデータ情報基盤システム、Meta Bridgeというシ

ステムでございます。こちらは、現在、可動環境を筑波大学のほうに移して、サーバー構

築中という形になっております。こちらの資料には、６月下旬に一般公開予定ということ

でございますが、現状、尐々公開予定がおくれていて、システム的な面では整備は整って

おりますが、運用の面での整備を今行っているところでございます。こちらは、本事業の

ウェブページで正式な公開日程等は後日紹介させていただく予定でございます。 

 ９ページ、１０ページと、Meta Bridgeの機能について簡単に触れておりますの

で、１０ページをごらんください。こういったメタデータ記述規則を登録して公開するた

めの仕組みができております。また、この中では、既存のメタデータ項目を流用して、新

たなメタデータ規則をつくる機能でございますとか、他の機関のメタデータ記述規則を利

用して、自館の記述規則を新たにつくる機能でございますとか、そういったものがござい

ます。 

 １１ページを開いていただいて、こちらは開発・実証成果のメタデータ記述規則の定義

言語でございます。現状、記述セットプロファイル（ＤＳＰ）と呼んでおります。こちら

は、ＤＣＭＩシンガポール・フレームワークで提唱されたアプリケーション・プロファイ

ルの仕組みを利用しております。２００８年にＤＣＭＩのＤＳＰ仕様が出ておりますが、

こちらは現状、草案どまりという形になっておりますので、本プロジェクトでＯＷＬとい

う記述言語を使用して、新たな定義をさせていただきました。これは、本プロジェクトか

らの提案という形になっております。 

 さらに、メタデータ記述規則の簡易定義というものをつくらせていただきました。こち

らは、先ほどお話しいたしましたメタデータ記述規則の定義言語、ＤＳＰについては、Ｏ

ＷＬを使って表現いたしますので、一般の方にはなかなか使用が難しいというところがご

ざいます。そういったところをハードルを低くして、だれもが簡単につくれるような簡易

定義言語というものをつくっております。基本的には、エクセルなどの表形式で定義して

いただいて、その定義をシステムのほうにアップしていただく形になります。そうするこ
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とによって、システムの内部では、ＯＷＬで表現した記述規則のほうに変換して利用がで

きるという形になっております。 

 続いて、１２ページをごらんください。メタデータ情報共有のためのガイドラインにつ

いてご説明いたします。 

 こちらは、個別組織のメタデータ基準ではなく、それを公開、共有する場合の指針とし

て定義させていただきました。これは、個別の例えば図書館さん、博物館さん、そういっ

た個別のものでは、どうしても組織、コミュニティを超えた情報共有というものが難しく

なってまいります。そういった観点から、それらを個別のところに向けたものではないと

いうところで定義しております。 

 また、新たに設計するなら、最初から共有可能なモデルを使おうというところで、こう

いった指針を立てさせていただいております。 

 また、メタデータのライフサイクル、スキーマの設計、メタデータの作成、メタデータ

の利用、メタデータの運用・維持というライフサイクルを意識して、メタデータ情報共有

のためのガイドラインを設計いたしました。 

 基本セクションといたしましては、こちらに書いてありますようなセクションがあって、

詳しい内容は報告書に記載がございますので、そちらをごらんください。 

 続いて、１３ページをごらんください。成果の普及展開・今後のスケジュールというこ

とで記載させていただいております。先ほど、組織のご説明の際に尐しお話しさせていた

だきましたが、一般社団法人メタデータ基盤協議会というものを現状、設立予定でござい

ます。こちらの協議会のほうに、今後、メタデータ情報基盤システムのほうを移管して、

そちらでシステム運営を行っていく予定でございます。こちらのシステム自体は、筑波大

学のほうで運営しており、民間企業とかそれ以外の官公庁、いろいろな組織との連携を図

って、会員を募っていきたいと考えております。 

 また、法人会員からは、会費ということで、本基盤の運営に関しまして費用的な支援も

受けられるような体制を構築していく予定でございます。 

 最後に、今後のスケジュールということでご説明させていただきます。 

 平成２３年度に関しましては、まず、メタデータ基盤協議会による普及をメインで考え

ております。まずはシステムの運用開始と皆様に使っていただくところが非常に重要な点

だと考えております。また、メタデータ情報共有のためのガイドラインに関しましては、

こちらは現状、予定でございますが、パブリックコメント等の募集ができればいいかなと
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考えております。また、メタデータ情報基盤システムに関しましては、メタデータ基盤協

議会へ移管して、運営を行ってまいります。また、基盤協議会では、一般社団法人として

の設立と今後の運用体制の確立というところを想定しております。 

 ２４年度に関しましては、こちらに書いてあるような形で、普及促進、また、システム

に関しましては、システムの拡大等を考えております。 

 以上で、本事業のご説明を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

【座長】  ありがとうございます。 

 それでは、ご質問をお願いいたします。 

【委員】  今回のメタデータの情報基盤構築と、例えば先ほどご報告がございましたよ

うな電子出版のコンテンツＩＤといったようなものの関連はどのように考えているのでし

ょうか。 

【「メタデータ」発表者】  関連といいますか、それぞれの分野におきまして、メタデ

ータは何を表現すべきかというのは、分野ごとに当然特性が異なってまいりますので、そ

れはそれぞれのところで定義していただきます。ただ、それは、例えば電子出版のコンテ

ンツと音楽コンテンツを集約したいというときに、お互いのメタデータが全然共有できな

いという形では非常に難しいので、そこの間をこういうシステムを使って取り持っていこ

うという形で考えておりますので、連動というよりは、そういった形で定義されたそれぞ

れのプロジェクトのものを、こちらのほうにぜひご登録いただいて、共有できる形の基盤

として活用していただきいと考えております。 

【委員】  わかりました。 

【座長】  ほかにございますか。 

 どうぞ。 

【委員】  非常に先駆的な試みですので、なかなかすぐに結果は見えてこないようなと

ころではあると思いますが、あまり言及されておりませんので、お聞きしたいのは、一体

どのぐらいの範囲をねらっているのか。つまり、これは確かにこのプロジェクトで、わり

と電子出版という範囲がございますが、多分それ以外のところも、当然、このプロジェク

トはねらっていると思いますが、それはどのぐらいの範囲なのか。それによって、社会に

対するどれぐらいの貢献が期待できるかというのも変わってくるかと思いますが、特に今

後の成果、見解に関しまして、どのぐらいの業界、産業、そういうものをスコープに入れ

て活動されるということを考えていらっしゃるのでしょうか。 
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【「メタデータ」発表者】  まずは、最初のページに図示がございますが、図書館、博

物館、美術館、公文書館、各種研究機関、それと出版と企業、あとは標準規格というとこ

ろで現状は想定しておりました。ただ、本メタデータ基盤に関しましては、こういった組

織にとらわれない運用が可能になっております。 

 ただ、まずはこのメタデータ情報基盤の中にいろいろなメタデータ記述規則が集まって

いって、いろいろな方に理解され、利用されていくというところが重要だと思っておりま

す。 

 ただ、そういった観点からいきますと、最初に申し上げました、最近、Ｍ、Ｌ、Ａとい

う形でよく表現されますが、図書館、博物館、公文書館、そういったデータの規則につい

て、ある程度、コミュニティ内で確立されました組織からまずは情報をいただいて、登録

をしていきたいと思っております。あと、本事業のメインのところでもございますので、

もちろん出版業界、そういった形の業界の皆様からも、ぜひ登録をしていっていただきた

いと考えております。 

【座長】  よろしいでしょうか。 

 ちょっと質問をさせていただきます。大変プリミティブな質問で恐縮でございますが、

現在はこういうメタデータをつくっているというか、使っている機関、先ほどおっしゃっ

たように、機関ごとにかなり考え方が違っているという感じでしょうか。それとも、それ

はもう大体統一とれてるという、その辺はいかがでしょうか。 

【「メタデータ」発表者】  どういうところでも共通するものというのは幾つかござい

ます。例えば物にタイトルをつけるとか、作者を持たせる、そういった、どういう分野で

もほぼ共通して使えるものももちろんあるし、それ以外に、分野ごとにどうしても必要に

なっているところが多々ございます。 

 今回の考え方といたしまして、すべてのデータを標準化して、どこでも同じものを使う

ことにいたしますと、これはそれぞれのニーズを満たさないことになりますので、それは

個々のニーズは満たした上で、お互いのメタデータを交換するためにはどういう共通項を

つくることができるか、そのためにどういう仕組みを持たせると、できるだけ情報を保っ

たまま、お互いのメタデータを交換できるかという観点で、システムとガイドラインとい

うものを提案したという形でございます。 

【座長】  これは先ほど委員がおっしゃっておられましたことと関係いたしますが、出

版業界とはメタデータの認識というのはどういう位置づけにございますか。 
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【「メタデータ」発表者】  出版業界とかでしょうか。 

【座長】  ええ。出版業界がメタデータに対してどういう認識を持っておられるのか。

変な質問で恐縮ですが。つまり、メタデータのあるものを、出版業界はそれに対して何ら

かの利用ということを考えておられるかどうかということです。 

【「メタデータ」発表者】  出版業界は、例えば電子出版のフォーマットにおきまして

も、メタデータをどういうふうにするかというのは、新しい指標にはすべて入ってきてお

りますので、メタデータを盛り込むということに関しましては、出版業界も非常に積極的

だと理解しております。 

 多くのものは、ほかのジャンルとも共通する部分がございますが、必ずしも、１００％

そのまま使えるという形にはなっていないので、どういう形でその部分の共通項を見出せ

るかというものを提起したいと考えております。 

【座長】  わかりました。ありがとうございます。 

【委員】  コミュニティの中では、尐なくとも最低限、一定の標準化がなされていない

と、このようなある種のレジストリを持っても意味がないのではないかという気がいたし

ますが、それについてはどのようにお考えでしょうか。 

 つまり、図書館コミュニティでは、書誌情報、メタデータの標準化というのは行われて

おりますし、おそらく出版業界も今の流れから考えると、そこで扱うメタデータの標準化

というのは行われていくはずです。コミュニティの中でそういう標準化がきちんとあると

いうことが前提になって、こういうレジストリをつくっていくという考えなのか、それと

もコミュニティの中でも若干いろいろな意見があって、ばらばらになっているものをレジ

ストリの形でうまく相互運用できるようにしていくのかというところの方向性がよくわか

りません。ちょっとそこについてご説明いただけないでしょうか。 

【「メタデータ」発表者】  それは両方あるかと思います。まず、コミュニティである

程度方向性が固まっているところというのは、もちろんご指摘のとおり、それを基盤にし

ていけばよいわけでございますが、電子出版のフォーマットも複数ございまして、それぞ

れメタデータは多くの考え方は共通しているものの、フォーマットとしては異なっており

ます。そういった場合、フォーマットは異なりますけれども、考え方が共通するというこ

とであれば、フォーマット変換ができるレジストリを提供することによって、大部分のメ

タデータは交換することができます。それはもちろん、１対１で交換してもよいわけでご

ざいますが、関係するところが増えてくると、お互いに１対１で交換していけば、関係者
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が増えれば増えるほど、そのマッピングが複雑になりますので、こういう共通項を１個つ

くれば、ここを介してさまざまなフォーマットがメタデータを交換できるようになるだろ

うということが１つございます。 

 また、これから新たにメタデータを考えていきたいというところもたくさんございます。

そういったところは、何かの参考がないと、メタデータをどうやってつくってよいのかな

かなか難しいというお話をたくさんヒアリングで聞きました。そういった場合は、こうい

うレジストリでございますとかガイドラインがございますことによって、相互運用性を生

かしやすいメタデータの設計ができるということも念頭に置いて考えております。 

【委員】  この成果というのは、必ずしも国内とか日本語とか、そういうものに制約さ

れるものではないのではないかと思いますが、これを国際的にはどう位置づけていくのか。

特に、単に国際的に使えるというよりは、もう尐し一歩踏み込んで、例えば特定の国とジ

ョイントで行うですとか、そういった戦略的な普及の考え方ですとか、そういうのはござ

います。 

【「メタデータ」発表者】  ダブリンコアのＤＣＭＩというところでは、レジストリワ

ーキンググループというものがございます。そこに参加しているメンバーで、コーネル大

学を中心につくっております、オープンメタデータレジストリというものと、ダブリンコ

アで定義しているボキャブラリーを登録しております、ダブリンコア・メタデータスキー

マ・レジストリという既存のものがございます。そういった既存のもの２つと、我々のMe

ta Bridgeというのを、今後インターオペラブルにするということが今後の課題、プロジ

ェクトとして今挙がっております。 

【委員】  せっかくこういうのが日本の国の中でできましたので、もちろん国際貢献と

いう意味では、おっしゃるとおりだと思いますが、そこからもう一歩前へ出るようなこと

が、つまり、日本からこういうのがあるから、もっとその行為認定を増やしていくですと

か、そういう努力がございますと、これは今回のプロジェクトの中でも、比較的先を行く

ような数尐ないプロジェクトだと思いますので、その辺を先駆性を生かして、国際的な重

要性を高めるですとか、そういう努力をしていただけると価値ある事業になったかと思い

ます。 

【「メタデータ」発表者】  ありがとうございます。 

【座長】  ありがとうございました。 

 ほかにはございますか。 
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 それでは、ほかに質問がないようでございますので、これで終わらせていただきます。

ありがとうございました。 

【松田情報流通振興課統括補佐】  ここで１０分間の休憩をとらせていただきます。現

在１４時３５分でございますので、１０分後、１４時４５分から再開させていただきます。 

（ 休  憩 ） 

【座長】  それでは、時間が参りましたので、次のご発表に移りたいと思いますが、よ

ろしいでしょうか。「電子出版の流通促進のための情報共有クラウドの構築と書店店頭で

の同システムの活用施策プロジェクト」について、ご説明をお願いいたします。 

【「電子出版の流通促進のための情報共有クラウドの構築と書店店頭での同システムの活

用施策プロジェクト」（以下「情報共有クラウド」と省略）発表者】  出版文化産業振

興財団、矢作でございます。今、ご説明がございました事業の成果についてご報告させて

いただきます。 

 まず、今回の事業の組織でございますが、私ども財団法人出版文化産業振興財団が代表

機関となり、共同提案組織といたしまして日書連、取協、書協、雑協、博報堂、プライマ

ルという団体、社で今回の事業を行いました。 

 １ページをごらんください。今回、電子出版の環境整備ということで、私どもはその中

の流通促進という部分にスポットを当てて検討いたしました。電子書籍の流通という部分

で現在、何が課題かを検討いたしましたところ、ここにも書いてございますように、電子

出版物の情報が、今現在、流通している紙の本、リアルの本の情報に比べて流通量がかな

り低い、人によってはほとんど流通していないのではないかと感じられるほど流通されて

いないために、一般の読者が、電子書籍はどんなものが出版されているのか、あるいはそ

の出版されている電子書籍がどのような評価を受けているのかが全くわからずに、電子書

籍を購入したい、あるいは体験したいと思っても、どのように手を出していいかわからな

いということが現状の電子出版物の課題ではないかと考えました。ここをベースに、今回

の事業の仮説といたしまして、電子出版物に関する情報環境の整備と、これを書店で利活

用することが今後の電子出版の市場拡大につながるという仮説を立てました。 

 この課題、仮説を実証するために、電子出版物の情報をだれでも手に入れられる環境整

備を図り、その効果を実証することを目的に、紙・電子の出版物の関連情報のデータベー

ス構築と書店店頭で利活用する環境をつくること、このような情報サービスを行う事業の

ガイドラインをつくることに取り組んでまいりました。また、出版物関連情報サービスの
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有益性の確認、書店での活用実証と電子書籍販売活用の展開、情報サービス事業のガイド

ラインに沿った利用規約の策定を今回の実証事業の成果目標として取り組んでまいりまし

た。 

 １ページの下の図は今回の事業の概要図でございます。先ほどお話しいたしましたよう

に、情報環境の整備という部分につきましては、今回、出版物に関する書誌情報、あるい

は電子出版のデータ、読者による書評・レビューといったものをだれでも自由に閲覧でき

るヨムナビインフォというサイトを立ち上げました。書店での利活用の部分につきまして

は、このヨムナビインフォを書店店頭で読者が閲覧、検索できる環境をつくるために、都

内近郊を中心といたしました、有隣堂、須原屋、オリオン書房、合わせて１０店舗の書店

店頭にｉＰａｄを置いて、これらの情報に本屋さんに来たお客様が触れられるような仕組

みをつくりました。電子書籍が書店でも購入できるという実証事業といたしましては、今

回、このヨムナビインフォの中にプリペイドカードで電子書籍が買える仕組みを構築して、

先ほどの１０書店の店頭でこのプリペイドカードの販売も行いました。このヨムナビイン

フォの中には、先ほど申し上げました情報サービス事業のガイドラインに基づいて利用規

約等を策定しております。 

 次のページをごらんください。２ページ目でございますが、先ほど申し上げました７社、

団体がそれぞれこちらに書いてあります役割分担で今回の実証事業に取り組みました。ま

た、この実施体制とは別に委員会を設け、東京電機大学出版局の植村局長に座長となって

いただき、出版業界の有識者に集まっていただいて委員会を設置し、期間中、３回の委員

会を開設いたしました。 

 次に、３ページ、今回の実証事業の内容でございます。先ほど申し上げましたように、

出版物にかかわる関連情報をクラウドの中に構築いたしました。この中身といたしまして

は、電子出版物に関する書誌情報、売れ行き情報、書評を蓄積したデータベースを構築い

たしました。これを使うことによって、読者が電子出版物の関連情報をだれでも閲覧でき、

だれでも検索できる仕組みといたしました。また、読者が出版物の評価情報をこのサイト

の中に投稿できる環境をつくりました。 

 次に、リアル書店での活用でございますが、今回つくったクラウドを、先ほど申し上げ

ましたようにリアル書店１０店舗にｉＰａｄという情報端末を設置して、電子出版物の情

報を読者に提供できる、活用できる仕組みをつくりました。これにより、今回、１０店舗

の実験書店では、紙の情報とあわせて電子出版物の情報を顧客に提供することが可能とな



 -35- 

りました。また、プリペイドカード販売という形でリアル書店が電子出版物の販売に携わ

ることが可能となりました。 

 さらに、こういった電子出版物関連情報を共同で利用するためのガイドラインを策定い

たしましたが、電子・リアル書店、読者の出版物の情報ニーズ・利活用シーンを想定して、

どのような情報が求められるのか、どのような質、どのような範囲、どういったものが必

要かという利用モデル案を策定いたしました。また、今回つくりましたガイドラインに沿

って、私どものサイト、ヨムナビインフォの規約例として、本実証実験サービスの利用規

約を策定いたしました。 

 次に、４ページをごらんください。この部分につきましては、プライマルの板倉さんに

説明をお願いいたします。 

【「情報共有クラウド」発表者】  板倉でございます。よろしくお願いいたします。 

 こちらの図は、今回つくりましたヨムナビインフォの全体の概要を示しております。中

央上２つにあるデータベースとウェブサイトが中心となって今回、新規で作成した部分に

なりますが、データベースが書誌情報でございますとか売れ行き情報、書評が蓄積されて

いくもの、その下にあるウェブサイトを通じてユーザーに情報を提供していくという形が

基本となっております。それに加え、左側にメール配信システムと書いてございますが、

こちらはデータベースの情報を使ってユーザーにメールをお届けする仕組みでございます。

右側に２つ、書誌データベースと電子書籍配信システムがございますが、書誌データベー

スに関しましては、ｈｏｎ.ｊｐから書誌情報といたしましてタイトル、著者、出版社、

書籍の内容、書籍のジャンルをご提供いただいてデータベースに格納しております。その

右下にございます電子書籍配信システムが、先ほど申し上げましたプリペイドカードによ

ります電子書籍の講読に該当する部分なのですが、ユーザーはウェブサイトを通じてこち

らのシステムを利用できる仕組みになっております。 

 ユーザーが一番下側に位置しておりますが、ユーザーは主にウェブサイトにアクセスい

たします。パソコンと携帯電話、スマートフォンからアクセスすることができるウェブサ

イトとなっております。ここで、ユーザーは会員登録でございますとか書誌情報の検索、

閲覧、あとは自分で書評も書くことができます。また、こちらを通じてプリペイドカード

によって電子書籍を読むことができるという形になっております。 

 上のデータベースに該当いたします部分は、書評が結構な数、蓄積されており、書店と

して有隣堂、新聞社として朝日新聞社などから書評をいただいて、ｈｏｎ.ｊｐからいた
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だいた書誌情報とのひもづけを行ってユーザーに情報を提供しております。 

 最後に、左側のメール配信システムは、データベースからメールをユーザーにお届けす

ることができます。ユーザーは、会員登録時に自分が好みであるジャンルを登録すること

になります。その好みのジャンルに応じたお勧めの書評データ、書誌情報をお届けする仕

組みが左側のメール配信システムという形になっております。 

 全体といたしましては以上でございます。 

【「情報共有クラウド」発表者】  ５ページをごらんください。こちらが今、説明がご

ざいましたヨムナビインフォのウェブ画面のトップページと、今回、テストで行いました

電子書籍販売のページでございます。今、説明がございましたように、今回、ヨムナビイ

ンフォの中には、書評はスタート時点で約２万８,０００点、電子書籍の書誌情報で約３

万件が盛り込まれております。また、右のほうでございますが、今回はプリペイドカード

で購入できる電子書籍６冊がキャンペーンとして案内されております。 

 資料の６ページをごらんください。こちらが店頭に設置されました機材のイメージでご

ざいます。利用した機材はｉＰａｄで、ほかのページに触れないようにちょっと工夫し、

これを書店店頭に置きました。右側が実際の設置状況の写真で、これはオリオン書房サザ

ン店に置いていただいたものでございますが、このｉＰａｄを中心に、左側にヨムナビイ

ンフォの利用方法を書いた紙を立てかけて、右には今回、購入できる６タイトルの書籍の

紹介をしております。また、ｉＰａｄの手前には「プリペイドカード１枚２００円」とい

うことで、今回は１０店舗の書店で、どの書籍でもすべて同一価格２００円で販売してい

ただきました。 

 次、７ページでございます。こういった形でクラウドをつくって、一般のユーザーにア

クセスして利用していただいたわけでございますが、このクラウドの活用結果として報告

いたします。 

 カウント数は、３月７日から３月２５日がクラウドの実証事業の期間でございます。３

月７日にオープンしてからアクセスが増えてきたわけですが、３月１１日の大震災の後は

当ホームページのアクセスは相当尐なくなりました。実証事業の結果としてこちらに書い

てございますが、ユニークユーザー数として、短い期間でございますが１,０００を超え

るユーザーがアクセスしてくれたということは、こういった書評あるいは電子出版に関す

る情報が必要だということの裏づけになったと考えております。また、アンケートをとり

ましたところ、「読みたい本の書評が検索して読める」という部分が、便利である、ある
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いは使いたいと思った機能といたしましてトップに挙がっているという結果になりました。 

 次、８ページをごらんください。リアル書店でのプリペイドカードの販売についての実

証結果でございますが、こちらも３月７日から３月２５日で販売された数でございます。

やはり大震災後、お願いした１０店舗すべてではございませんでしたが、営業時間の短縮

あるいは休業があり、本来ならば店頭で認知されるべきタイミングにマイナス要因があっ

たということがございます。 

 実際のカードの販売枚数が９３枚、それを使って電子書籍を購入していただきました数

が３２冊という結果になっております。カードの購入者の中心は３０代の男性で、７割以

上が男性であるという形でございます。円グラフがございますが、今回の購入が初めての

電子書籍の購入という方が購入者の６８％でございます。また、右の棒グラフの電子書籍

を読もうと思いました理由で、４番目に「電子書籍を試したかった」からということで、

まだまだ電子書籍のユーザーは掘り出しが可能なのかなという結果になっております。 

 また、この表の中には載っておりませんが、今回、どうして書店で買ったのかという中

で、「いつも行く書店で販売していたから」という意見もございました。また、「ネット

で購入する場合はカード決済の必要があって、それに対してはちょっと不安がある。いつ

も行っている書店で買えた」ということで、リアル書店への信頼感とカード決済への抵抗

感が今回の販売で読み取れました。 

 次、９ページをごらんください。今回、協力いただきました書店・出版社等にヒアリン

グを行いましたところ、主な意見といたしましては、まず書店の意見として、「読者サー

ビスとしては有効だと思う。自前で検索システムを持てないような規模の書店にとっては

有効である」、４点目といたしまして「リアル書店も、読者のニーズや出版物の変化に対

応して、変わっていくことが求められる。リアル書店の利益がきちんと計算されていれば、

今回のような電子書籍の販売という新しい試みにも積極的に挑戦したい」という意見もご

ざいました。出版社の意見といたしましても、「プリペイドカードによる電子書籍の販売

はおもしろい取り組みなので、注目している」という意見もございました。 

 １０ページ目をごらんください。今回、このような出版物関連情報を共同で利用するに

当たって配慮すべき事項といたしまして、この５つの項目を挙げました。こちらにつきま

しては、共同利用ガイドラインということで、報告とは別に抜き出してホームページで閲

覧できるようにしております。このガイドラインに沿って、今回、ヨムナビインフォの利

用規約、サービスポリシー、プライバシーポリシーを策定し、同様の情報サービス事業の
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参考にできるようにしております。 

 １１ページをごらんください。最後になりますが、今回の成果の普及展開と今後のスケ

ジュールでございます。 

 まず、今回の実証事業で認められた価値といたしましては、評価情報を中心といたしま

した出版物関連情報サービスの有益性、書店を舞台といたしました情報発信・利活用の可

能性、書店でのプリペイドカードなどを通じました電子出版物取り扱いの可能性がござい

ます。 

 今後の期待できる波及効果といたしましては、書店員の書評等を利用した読書コミュニ

ティで電子出版物の活性化を図っていきたい。また、健全なレビュー・評価情報が今後の

良質な出版コンテンツを生み出すパワーとなると考えております。電子書店とリアル書店

の連携による新しいプロモーションも今後、考えていけると思っております。 

 今後の「継続的な事業化のために」と書いておりますが、今、申し上げましたようなサ

ービス・機能の充実は当然、していかなければいけませんが、やはりこのヨムナビインフ

ォというサイトを運営していく資金を業界の中でどのように調達していくか、これをどこ

が運営していくかということが事業化のために必要な項目となります。 

 一番下の出版物関連情報の共同利用ガイドラインにつきましては、先ほど申し上げまし

たように、ＪＰＩＣのホームページにガイドラインを掲出しておりますので、今後、考え

ていく事業化のモデルにのっとって、この利用規約につきましては当然、改定していきた

いと考えております。また、ヨムナビインフォのサービスは、来年３月までは現サイトを

維持していきたいと考えておりますので、この間にサービス継続のためのビジネスモデル、

事業体のあり方などを検討していきたいと考えております。書店でこのクラウドを活用し

た展開につきましても、書店とどのように連携したらいいのか、あるいは電子書籍を書店

で今後、継続的に販売していくためにどのようなビジネスモデルが必要なのかを検討して

まいりたいと思います。 

 どの項目につきましても、やはり業界のコンセンサスをしっかりとっていかなければい

けないので、今後、業界の皆さんと検討を重ねていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

【座長】  ありがとうございます。 

 それでは、どうぞ、質問をお願いいたします。 

【委員】  せっかく実際の書店を交えてやるというおもしろいチャンスなのに、残念な
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がら今回のプロジェクトはその辺の間口がちょっと狭かったのかなと思います。書店とサ

イトをどう連携させるか、もう尐し広い視点でいろんな可能性を追求してほしかったかな

という感じはあります。例えば、アンケートにもございましたように、本屋でこの本が実

際にどこに置いてあるのでしょうか。ｉＰａｄも固定してしまったようですが、実際に持

ってそこへ行って、データに置いてある本とその周辺にある本を一緒に眺める、本屋側の

本の並びとデータのある側を比較できるといった、もう尐し書店側とのいろんなつながり

合いを追求してくれるとおもしろかったのではないかなとは思いました。多分、書店の人

と一緒になって企画するということがもう尐し事前にありましたら、おもしろい結果が得

られたのかなというところで、あるいは今後、もしこれを続けるチャンスがあるならば、

ぜひ書店側の店員や運営している側から見てのことをもっとやっていただきたい。単にニ

ーズを聞くのだと、多分ないない尽くしの問題を提供されてしまうと思いますが、一緒に

なって考えていくような機会をつくられると、おもしろい、いろんな新しい関係が生まれ

てくるのではないかなということは期待できるかなと思いました。 

 感想になりまして申しわけございません。 

【「情報共有クラウド」発表者】  ありがとうございます。今、おっしゃっていただい

た部分につきましては、このサイトが完璧とは一切思っておりませんし、この結果報告に

つきましては書店の集まりでございます日書連にも報告してかなり関心を持っていただき

ましたので、実際の書店とこのサイトをより深く広いものにしていくという部分で検討し

ていきたいと思います。 

【座長】  ほかに。どうぞ。 

【委員】  この事業の評価についての質問ではないかもしれません。申しわけございま

せん。ユーザーから投稿する中に、人気書評ではなくて悪評、マイナスの評価が出ている

ということはないでしょうか。その点に興味があるのですが。 

【「情報共有クラウド」発表者】  今回は、実際のウェブ認知のＰＲの期間も実際の展

開期間も短かったせいで、先ほど説明いたしましたように投稿されましたのが３０弱とい

う数でありまして、そういったものはなかったのですが、一応、サービスポリシーといた

しまして、公序良俗に反したり第三者あるいは当事者を誹謗中傷するものの削除の権利み

たいなものを設定してありますので、もしそのようなものがありましたときは、直ちに対

応する体制は整えておりました。 

 １つわかったことなのですが、いわゆる書評というのは結構論説に近い感じで新聞では
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展開されていることが多いですが、ネット上での書評は、書評というよりは、どちらかと

いうと感想とか簡単なレビューに近いということで、ツイッターのつぶやき的な部分の書

き込みがほとんどでございました。 

【座長】  よろしいでしょうか。 

【委員】  はい。文化全般について、日本の体質といたしましては大新聞や有名人の評

価に流されるところがありまして、ほんとうはそれはいけないのであって、一人ずつが評

価できるような独立した読者、独立した鑑賞者にしていかなければほんとうの文化の発展

はないと思います。ぜひそういう視点で運営していただきたいと思います。 

【「情報共有クラウド」発表者】  ありがとうございます。 

【座長】  ほかにございますか。では、どうぞ。 

【委員】  これ、ほかのプロジェクト、例えば書誌情報の共通化プロジェクト、電子書

籍交換フォーマット、出版コンテンツＩＤというものに対してのこちらからのリクエスト

とか機能要求ということはあったのでしょうか。あるいは、具体的にそういうプロジェク

トと話し合われたということはあるのでしょうか。 

【「情報共有クラウド」発表者】  途中の委員会が開かれた中で、委員の先生もしくは

総務省の方からそういう指摘も受けて、書誌の近刊情報のプロジェクト等の導入等のお話

をプロジェクトの担当の方とさせてはいただきましたが、実質的に、今回、それを組み込

んだ形というのは、時間的にも同時進行でしたので、できませんでした。今後、これをい

かに事業化あるいは継続的なサービスにするかが一つの課題と報告しておりますが、その

中では既にそういうふうに進んでいることをうまく活用できるものはするということで検

討していきたいと思います。 

【座長】  よろしいでしょうか。 

【委員】  結構です。 

【「アクセシビリティ」発表者】  ほかのプロジェクトからなのですが、よろしいでし

ょうか。 

 今、武田先生からほかのプロジェクトとの連動ということで、実はアクセシビリティの

世界というのは視覚障害者の方あるいは高齢者の方々ということで、ウェブでインターネ

ットでダウンロードしろといってもできません。わからないというのもございます。なお

かつ、端末になってくるとどんどんわからなくなってまいります。ということは、書店が

地域に根差しているという観点からいきますと、三河屋さんのサブちゃんではございませ
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んが、地域にいろんな方がいらっしゃることを一番知っているのは書店だと思います。い

わゆるアクセシビリティの観点からいいましても、電子出版物を販売する上におきまして

は、書店にぜひともアクセシビリティの窓口となって積極的な協力体制をとっていただき

たいなと思います。これは要望ですが、今後、ぜひ一緒になってやっていただきたいなと

思っております。よろしくお願いいたします。 

【「情報共有クラウド」発表者】  よろしくお願いいたします。 

【座長】  これは非常に重要なご提案だと思いますので、お願いいたします。 

 ほかにご質問等はないでしょうか。 

 私から、これはちょっと不適切な質問かもしれませんが、ウェブ上の電子書籍のアナウ

ンスメントと店頭を通すものとの間の関連は何かあるのでしょうか。関連というのか、も

ちろん今はネットワーク上が圧倒的に多いと思いますが。 

【「情報共有クラウド」発表者】  既に発表された書評等との関連という意味でしょう

か。 

【座長】  というのと、書評と同時に、こういう本があるよということ自体も非常に重

要な情報ではないかと思うのですが。 

【「情報共有クラウド」発表者】  最初、このデータベースは電子書籍オンリーで展開

しようと思ったのですが、実際のところ、電子書籍の出版はコミックが相当中心になって

いて、すごく偏りがございます。それと、電子も紙もというよりは、紙があって、電子も

出るケースがあるというのが実情なので、したがって、書評を考えましたときに、紙の書

評がありまして、それに電子出版も一緒に付随するみたいな、電子出版についての書評と

いうのはまだほとんど存在しません。そのため、将来的にそこら辺のところをうまく整理

していく必要はあると思いますが、しばらくは紙と電子を一緒に扱って、そのコンテンツ

が電子もあるよ、紙のみだよということが識別できればいいのかなと思っております。評

価情報自体に電子特有の評価みたいなものがどんどん出てくればいいとは思うのですが、

今のところ、そういうものはございません。 

【座長】  ないということすか。わかりました。 

 どうぞ。 

【委員】  今のご発言にございましたような方向でお考えいただくほうが電子書籍の普

及は進むのではないかと私も思っておりますので、ぜひそのようにお願いしたいと思いま

す。 
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【「情報共有クラウド」発表者】  わかりました。 

【座長】  それでは、時間が参りましたので次に移ります。ありがとうございます。 

【「情報共有クラウド」発表者】  ありがとうございます。 

【座長】  それでは、次は、研究・教育機関における電子ブック利用拡大のための環境

整備について、ご説明をお願いいたします。 

【「研究・教育機関における電子ブック利用拡大のための環境整備」（以下「電子ブッ

ク」と省略）発表者】  情報学研究所の山地が我々のプロジェクトの成果について発表

いたします。 

 まず、右肩１ページ目の概要を説明いたします。我々、ターゲットといたしましたのは

大学等の高等教育機関でございます。ここでの電子ブックの利用拡大を目指して、そのと

きに、現在、学術分野におきまして急成長してデファクトになりつつあります、学認と

我々呼んでおりますが、学術認証フェデレーションという認証のフレームワークがござい

ます。これを利活用して、新しい電子ブックの利用モデルをつくるというのを大きな目標

といたしました。 

 この１枚目のスライドの下のほうに全体の地図がございますが、この地図の中で、真ん

中の青い帯が学術認証フェデレーション、学認の部分で、その上のところが出版社、下が

大学になりますが、その双方をこの認証フレームワークで結ぶという形になっております。 

 プロジェクトでは、後ほど詳しく説明いたしますが、この学認の部分の機能拡張と、全

体を通して最後実験を行うので、実験のプラットフォームをつくったりというのを行って

おります。 

 次の２ページをごらんください。これは実施体制図でございますが、右下のところに大

ざっぱな役割分担を書いてございますが、システムの開発に関しましては、主に国立情報

学研究所が担当して行いました。実証実験に関しましては東大、千葉大、京大、九大の図

書館のメンバーを中心に参加していただいて、コンテンツの提供に関しましては日本電子

出版協会（ＪＥＰＡ）を中心に窓口として行ってもらったという全体のフォーメーション

になっております。委員会を通して図書館の方々とかＪＥＰＡの方々にも技術開発に関す

るところで仕様、検討にも参加していただいた形になっております。 

 我々、このプロジェクトを始める前に幾つかの大学の図書館の人たちを中心に議論を重

ねましたが、そのときに電子ブックの利用範囲というか、利用契約の範囲に関する問題指

摘といいますか、問題提起をいただきました。これはどういうことかといいますと、現在
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では電子ブックを利用するときに、大学という全体で契約するというような形式になって

おりますが、それゆえに紙で実現できていたキャンパスや学部、研究室という異なるレベ

ルでの契約とか利用というのができなくなっている、これが一つのマイナスの側面になっ

ているんじゃないかという意見でございます。こういうふうになっているのも、現在の大

学のネットワーク構成に起因しているところがございますが、現在、ＩＰアドレスによる

認証というのを電子ブックのサイトで主にとっております。ここのＩＰアドレスからきた

人はここの人だから、アクセス制限をこうしようという認証のシステムでございます。大

学、現在、ネットワーク構成では、大学の中のだれがアクセスしても同じＩＰアドレスで

サービスにアクセスするというネットワーク構成になっております。そのため、サービス

側にとってみましても、大学のどこの人がアクセスしたかというのはわからない状況にな

っておりまして、背景の一番上に書いてあるような、細かい認証がＩＰアドレスの認証で

はできないという状況にございます。 

 この問題を我々、最近、学術分野で急成長している学認というのをうまく使って、コ

ア・コンピタンスにして、きめ細やかな認証をしようというようなターゲット、方向性に

なっております。 

 これと同時に、副作用といたしまして、学認は個人認証を、個人情報を流さない形でう

まく認証していきますので、大学の中からだけでなくて、自宅とか出張先からでもその大

学が契約したコンテンツにアクセスできるという、リモートアクセスができるという利便

性もございます。 

 具体的には、細かな内容に入る前に、次、４ページ目でございますが、学認について簡

単にご説明いたします。我々、特に学術関係者はいろんなＷｅｂサイトを使いながら日々

の作業を行っておりますが、現状ではＷｅｂサービス、例えばｅラーニングとか、Ｗｅｂ

メールとか、電子ジャーナル、それぞれがユーザーのＩＤとパスワードを管理するサービ

スの構成になっております。これを学認のフレームワークでは、全部、ちょっと薄青色で

示してございますが、機関の認証システムに寄せてやろうというフレームワークでござい

ます。これを使って各Ｗｅｂサービスを認証するような仕組みになっていて、エンドユー

ザーからとってみれば、大学のＩＤ、パスワード、よく使っているやつをこのままいつも

使ますので、たくさんのＩＤ、パスワードを管理しなくていい。Ｗｅｂサービス側も、個

人情報を扱う面倒くさいことをしてもいいという、両方でＩＤ管理コストの軽減というメ

リットがございます。 
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 それと同時に、大学単位で認証システムというのを運用してまいりますので、機関の方

向でスケールするような形になっていて、我々、１年ちょっと前から本格運用を始めまし

たが、真ん中のところにずらっとリストが書いておりますが、これだけの大学が既に運用、

フェデレーションに参加してくれていて、右のところに書いてありますように、テストに

もたくさんの大学が参加してくれております。学術から始まったＩＤ連携でございますが、

現時点では、国内随一のＩＤフェデレーションと言えると思います。 

 この機能をうまく使いながら、続いて５ページ目でございますが、ここで掲げた４つの

成果目標、１、２、３、４を進めていきました。それぞれの成果目標について、続いて細

かく説明してまいります。 

 次の６ページ目をごらんください。まず、成果目標１でございます。これは最終的には

実験で使うプラットフォームを開発いたしましたが、スクラッチから開発するのではなく

て、我々ＮＩＩや国立情報研究所でこれまで汎用的なコンテンツ提供プラットフォームと

いうのをつくってまいりましたが、これを改良する形で実現いたしました。まず電子ブッ

クの利用ができますように、これまで論文という単位を主にターゲットとして使ってきま

したので、その電子ブックという１つの大きなＰＤＦが扱えるように拡張したり、検索の

部分をリファインいたしました。それと同時に、学術認証フェデレーションの部分を改良

するので、その認証機構に応じた改良というのをまず行いました。 

 これによって、成果目標４というところで実験をいたしますが、その実験プラットフォ

ームをつくりました。と同時に、将来的にこの仕組みを商用のコンテンツプロバイダーの

プラットフォームでも使えるように、どういうふうに学認に対応していけばいいかという

情報の取りまとめを行いました。これが成果目標１の行ったことでございます。 

 続いて、７ページ目をごらんください。成果目標２でございます。ＶＯと書いてござい

ますが、これは Virtual Organizationの略で、仮想組織という意味でございますが、学

認では、大学の認証システムで認証して、その人が認証されたよという情報と同時に、そ

の人がどこの所属だよという簡単な所属機関のような情報、それをユーザー属性と我々呼

んでおりますが、ユーザー属性を持ってサービス側にいく。サービス側では、そのユーザ

ー属性を使ってサービスでの認可判断、アクセスコントロールをするが、この人はこの大

学の人だからここまでコンテンツを見せるよというコントロールをするが、現状では、大

ざっぱな大学単位というような情報しか扱えませんでしたので、最終的に、例えば研究室

というのはグループ情報に近いので、そういったグループ情報まできめ細やかなに扱える
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ようなシステムに改良したというのが、成果目標２でございます。 

 続いて、８ページ目をごらんください。続いては成果目標３でございますが、これはビ

ジネスモデルの開発でございますが、まずは現在のスナップショット、現状を理解すると

いうことで、各電子出版事業者と大学図書館に対してヒアリングを行って、どういったニ

ーズがあるか調べていきました。それをベースに、検討内容と書いてある下のところでご

ざいますが、課金モデルとか、学術購入モデルとか、全体のフレームワークを検討してま

いりましたのが成果目標３でございます。 

 続いて、９ページ目でございますが、これは実験でございます。実験は千葉大、東大、

京大及び九大の図書館を中心にエンドユーザーを募っていただきまして、コンテンツはＪ

ＥＰＡから提供していただき、特に成果目標１、２の成果を使いました全体を統合した実

験を行いました。それと同時に、当初は、このプロジェクトの成果を今後使っていく共同

体を、ここの成果目標４でつくっていくというのも一つの目標にしておりましたが、プロ

ジェクトが採択されたと同時に、大学図書館コンソーシアムというのがＮＩIの中に、国

公私立をまとめたような共同体でございますが、それができ上がりましたので、今後はそ

れを母体にやっていけばいいということで、成果目標４に関しましては、主に実験すると

いうのを目標にいたしました。 

 １０ページ目が、全体の地図の中に各成果目標をはめ込んだものでございますが、成果

目標１は、実験プラットフォームをつくりながら各社が自社プラットフォームに対応でき

るような情報の取りまとめを行いました。成果目標２は、真ん中の帯の学認の部分をグル

ープまで扱えるように拡張改良いたしました。成果目標３は、ビジネス部分あるいは大学

図書館にヒアリングを行いながらビジネスモデルの開発を検討いたしました。４は、全体

を通した実験を行ったという全体の構成になっております。 

 それでは、１１ページ目から各成果目標の成果についてご説明いたします。 

 まずは成果目標１で、これは私が担当した部分でございますが、リポジトリプラットフ

ォーム、主に大学の図書館等で機関リポジトリというのを上げるときに使っておりました

プラットフォームでございますが、このリポジトリの機能を電子ブックでも、この実験で

も使えるように、オンラインでもコンテンツが見れるように、あるいはオフラインでも見

れるようにというところを拡張いたしました。 

 １２ページ目のところでスクリーンショットを書いておりますが、左側がトップページ

というのは、これは実験でも使いました電子ブックのサイトのトップページで、ディレク



 -46- 

トリサーチ、キーワードサーチしながら書誌のスプラッシュページに移って、成果目標１

の左側、Ｗｅｂ上での閲覧権限と書いてあるところでございますが、電子ブックがこのよ

うにＰＤＦからＦｌａｓｈに変換された形でオンラインで見れるようになっております。

かつ、ＰＣへの保存ボタンを押しますと簡単なＤＲＭが働いて、これは電子証明書を使っ

たＤＲＭでございますが、これを使ったＰＤＦが保存され、ＰＣに保存されて見れるよう

になります。この詳細な説明は割愛いたしますが、簡単に言いますと、この電子ブックが

見れているユーザーというのは、何らかのグループに属しておりますが、そのグループに

対した電子証明書というのを発行して、それを自動的にＰＣに保存させる。その電子証明

書が持っている、電子証明書を保存しているユーザーだけがこのＰＤＦが見れる、セキュ

リティがかかったＰＤＦをダウンロードさせる仕組みになっております。これはオープン

な使用でございますが、これを使って実験に臨んだという形で、ここまでで成果目標１と

しての実験の準備は完了でございます。 

 それプラス、情報の取りまとめでございますが、１４ページ目をごらんください。基本

的には、我々がコンテンツサービスのプロバイダーなんかでこれまで学認対応してきたと

ころの情報、あるいは各出版社などに対してコンサルしてきたところの情報を取りまとめ

るというところを基本にしておりましたが、基本使用というよりも、それプラス、ノウハ

ウ的な部分が非常に重要になってまいりますので、そういった情報のドキュメント化を行

いました。特にユーザー情報を、ユーザー属性をどう使ったらいいかわからないという指

摘をこれまで幾つか受けておりましたので、その部分に関しましては重点的に情報をまと

める形にいたしました。 

 続いて、成果目標２です。１５ページ目をごらんください。これは陪席している中村が

担当いたしましたが、まずは海外のフェデレーションというのは日本より進んでおります

が、そこで最近、このＶＯシステムをつくるのがホットなトピックになっておりますが、

海外のフェデレーションのＶＯ担当者、マネジャーと意見交換しながら仕様を固めてまい

りました。我々といたしましては、スイスの方式というのをベースにつくり、１６ページ

目をごらんください。ラフなスケッチでのＶＯシステムのアーキテクチャーでございます

が、絵の下のほうにＩｄｐというのがございますが、これが大学の認証システムでござい

ます。上にあるＳＰというのが電子出版、電子ブックが見れるサイトでございますが、こ

のＳＰのところで、Service Providerの略でございます。ログインというボタンを押す

と大学の認証システム、Ｉｄｐに飛んで、ここで認証されて、ユーザーの属性とともに認
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証されたよという情報をもってＳＰに返るというのが学認の仕組みでございます。このと

きにユーザー情報として、これまでは大学の、どこの大学だよというユーザー情報だけで

したが、それをプラス、この真ん中の部分のＶＯシステムが働いて、所属情報とか、研究

室の情報とかというグループ情報がＳＰに届くような仕組みになっております。 

 大学の構成員からなるグループ、真ん中のＶＯシステムのところでございますが、グル

ープ情報を取りまとめて、かつ、それを、上のところにＳＰグループと書いてございます

が、サービス側がコントロールしてグループ情報にどの大学の構成を入れるか決定できる

ような仕組みが日本独自のアーキテクチャーになっていて、海外のＶＯプラットフォーム

だと、この下のグループ、大学側からつくったグループでもってサービスをつくるという

ところがメインになっておりますが、このサービス側と大学側が、両方がコントロールで

きるようなアーキテクチャーになっているのは我々独自のもので、先日、ヨーロッパでも

このＶＯシステムを発表してまいりましたが、非常に高い評価を得ております。 

 続いて、１７ページ目をごらんください。成果目標３のビジネスモデルの開発でござい

ますが、まずは電子出版事業者に対してヒアリングを行い、また、大学図書館でもこうい

った、比較的、これまで多分、電子ブックに対してこれだけ大規模なアンケート調査とい

うのはなかったと思いますが、現状でのスナップショットをとるという意味では非常に有

意義なものだったと思います。 

 電子出版事業者からは、大学に、学術に特化したような課金モデルというか、利用モデ

ルを構築してほしいという意見をいただきました。それを一つ反映した形になるのが１８

ページ目のビジネスモデルの開発でございますが、例えば専門書を出版社から提供すると

きに、それに対して効用の高いグループ、すなわち専門書に対してマッチしたグループと

そうでないグループに対して課金体系を変えるのはどうかというのが提案の１つでござい

ます。値段を変えると不公平感が出たらいけませんので、ＤＲＭのようなものをかけて機

能制限をすることによってそれを保証しようという仕組みになっております。これによっ

て、専門書というのは、一般的には、専門の人しか必要としなかったものでございますが、

できるだけ多くの人に本を読んでいただけるような環境をつくっていけるのではないかと

いう提案でございます。 

 これまでのＩＰアドレスによる認証では、こういったところまでできませんでしたが、

学認では、きめ細やかなグループ属性までハンドリングが今後できるということで、こう

いったビジネスモデルに対する実証というのも行っていけると考えております。 
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 １９ページ目は、全体を俯瞰したモデルでございますが、学認、これまで大学図書館と

か基盤センターというところとは主に大きなパイプがございましたが、それは企業側の規

格でした。真ん中のあたりに赤で示しました情報サービス連携コンソーシアムというのが

最近立ち上がりまして、これが産業側での学認のカウンターパートナーになるという存在

で、現在連携をしております。この全体のモデルを一気に実証するのは難しいですが、例

えばパーツごとに、現在、学認と大学生協との関係というところの検討を進めているとこ

ろでございます。パーツごとに検証していって、全体はどうなるかというのを今後検討し

ていきたいと思っております。 

 続いて２０ページ目でございますが、実験でございます。こういったコンテンツを使っ

て、２月２０日ごろから３月１１日まで実験を行いました。我々のサーバが、電源がとま

ってしまいまして、２週間ほど、震災の後から実験をやっていたサーバに電源が入れられ

なくなりましたので、ここで中断せざるを得ない状況になりましたが、その中でも幾つか

得られた成果があり、２１ページは、東大が行いましたアクセス制限でございますが、こ

ういったグループに対する細かなアクセス制限を今回開発したシステムでもって実際に動

かすことができたというのが、１つの大きな成果でございます。 

 続いて２２ページ目は、全体でのアクセスを示しておりますが、途中で実験を中断した

こともありまして、十分なアクセス数を得られることはできませんでしたが、２３ページ

をごらんください。真ん中のところに書いてあります学認の柔軟なアクセス制御によって

実利用可能なものができたというのが１つ大きな成果でございます。それプラス、リモー

トアクセスに関する潜在ニーズを掘り起こすことができたというのも１つ大きな意義があ

りまして、海外のフェデレーションから、このフェデレーションによりますと、大学の中

からだけでなくて、リモートアクセスができるというのは非常に有意義だというのが実証

されておりますが、日本ではまだまだエンドユーザーに対してそういった利便性を拠出で

きるような環境が提供できませんでした。そこに今回、こういった実験を通してアクセス

できたというのは非常に大きな成果でございました。 

 ２４ページ、まとめでございますが、ＶＯシステムをつくれたというのと、Ｂ２Ｇの実

験ができたというのは、大きな成果でございました。 

 それプラス、次のステップといたしまして、現在、我々ＮＩＩとの直接共同研究によっ

て各出版社の学認対応というのを進めておりますので、こういったところを軸にしながら

次の拡張実験、本年はそれを考えておりますが、行っていこうと思っております。 
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 ２６ページに、今年、来年のスケジュールを書いてございますが、今年は、ちょっと最

後、中途半端に終わってしまった実験を拡張実験するというのをメインに考えております。

それと同時に、ＶＯに関しましては本格運用をやるというところを中心に考えております。 

 ２５分きってしまいました。最後のところが盛り上がるスライドでしたが、とりあえず

以上でお願いいたします。 

【座長】  よろしいでしょうか。 

【「電子ブック」発表者】  はい。 

【座長】  ありがとうございました。それでは、どうぞ、ご質問をお願いいたします。

どうぞ。 

【委員】  このシステムは既存の電子出版コンテンツではなくて、各大学の先生が専門

分野の教育用に自分の教材をアップロードしていって、そして、それを大学間で利用し始

めるというシステムに変わっていきやしないでしょうか。 

【「電子ブック」発表者】  まずは、我々、今回、ほんとうにターゲットといたしまし

たのは、専門書と教科書なんかがこのシステムを通じて、大学図書館がこれまで購入して

いたような電子書籍が大学の中で利用できるというところをターゲットにいたしました。

当然、この学認のフレームワーク自体はオープンなものですので、電子書籍に限ったもの

ではございませんので、大学の先生が提供するｅラーニングコンテンツをこのフレームワ

ークの中で使えるというふうなにも利用できると思います。 

【委員】  そうなると、既存の専門書の出版社が電子出版をするのではなく、なくなる

ということはないでしょうけど。 

【「電子ブック」発表者】  現状でも、例えば大学に関しましてはオープンコースウエ

アといいまして、オープンなｅラーニングリソースを提供して、その大学で利用するとい

うのはございますが、その中でもやっぱり教科書の出版社が提供する、電子出版する教科

書の部分とオープンなｅラーニングのコンテンツを使うという部分はすみ分けができてお

りますので、これができたらかといって、電子出版業者を脅かしてオープンなコンテンツ

だけがこの世の中を支配するようなものにはならないと思います。 

【委員】 ほかによろしいでしょうか。ほかにございますか。 

 ちょっと変な質問ですが、大学院を考えますと、出版部数は非常に尐ない、しかし、コ

ンテンツは非常に、最先端の詳細なものが必要で、部数が尐なくて非常に内容の濃い本と

いうのは、こういうので提供されて、非常に尐数の学生が、そんなにコストを高くしない、
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安い値段で読めるというのは大変重要だと思いますが、そういうことに関しましてはいか

がでしょうか。いかがというのは変ですが、これは提供する人も入っているわけでござい

ます、先ほどの絵を見ますと。 

【「電子ブック」発表者】  はい。多分、それは、これをどういうふうに運用してビジ

ネスモデルと思わせるかというところとかかわってくると思いますが、それは担当の曽根

原より申し上げます。 

【「電子ブック」発表者】  大学の、特に大学院の中では非常に質の高いコンテンツを

高くて読めないというよりは、日本の知の循環をつくるのであれば、そういうものが安く

買えるような仕組みをつくれということだと思いますが、ご案内のように、末松先生が一

番ご案内だと思いますが、ごく一部の、尐数の電子出版業者が日本のコンテンツの２００

億弱を制しておりますと、それが今日本の国内で回っていないという状況でございます。

だから、ここは力をあわせて、先生のおっしゃるような世界をつくらないと、もう取り残

されるという状況だと思います。だから、多分、アグリエーターだと思いますが、内容の

高いという目利きができること、そして質の高いコンテンツを生成すること、そして世界

に打って出ていくというアグリエーターを今つくらないと、先生のおっしゃっているよう

な世界は当分来ないのではないかなという具合に思っております。 

【座長】  私が質問しましたのは、全般的なビジネスの話でなくて、例えば大学院の先

生というのは、講義しているわけです、現実に。その内容を書籍の形で残せればいいとい

う感じがします、学生も共有ができます。それをほかの大学の人たちも共有できます。ま

さしくフレームワークで、そういうことはできるわけですか、簡単に。 

【「電子ブック」発表者】  簡単かどうかよくわかりませんが、いろんなビジネスモデ

ルと関係してくるのだと思います、結局は。だから、簡単かどうかわかりません。このフ

レームワークは一応、ご指摘くださいましたように、生産、流通、消費をうまく回すため

のすべての仕組みでございますので、そこには何とか持っていきたいというふう具合に思

います。 

【座長】  含み得るということです。ありがとうございます。大変勇気が出ます。 

【「電子ブック」発表者】  これは主に大学間連携の認証ができるという部分で、海外

では、例えば別の大学とか、別の国のｅラーニングシステムを使って自分の、そこで単位

を取ったものを持って帰ってくるという使い方もされていて、ただ、日本の場合だと、ど

うしても大学を越えてｅラーニングシステムを使うとか、教材を使うというのは、なぜか、
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風土的なものもあるのかもしれませんが、なかなかそういう活動が活発にはなってきてい

ないというのが現状でございます。 

【座長】  何か分かるような気がします。 

【「電子ブック」発表者】  ただ、そこに踏み込むことができるフレームワークにはな

っております。 

【座長】  ありがとうございます。ほかに。どうぞ。 

【委員】  今、私が関与しているほかの審議会で、こういう大学と研究機関における研

究目的の場合の、特に著作権ですが、権利制限規定を設けるべきであるという政府のご意

見があって、あれは内閣府がまとめたのか、その審議をしなければなりません。それとの

関係で、このシステムは何か関連してくるのでしょうか。このシステムが、例えばある程

度認定されて、その利用の範囲内においては、この範囲内なら制限規定があるべきだとい

うようなご意見はありますか。 

【「電子ブック」発表者】  制限規定の部分は今すぐイメージできませんが、このシス

テムは何ができるかといいますと、個人を、使う人をきちんと認証できます。今まで電子

ジャーナルを使っていた中では、だれでも、どれだけでも見れるというフレームワークの

中で学術コンテンツにアクセスしておりましたが、そうでなくて、このフレームワークと

いうのは、読みたい人が読みたい分の対価を払って利用することができる、個人認証を柔

軟にできるという認証システムを提供いたします。なので、例外規定というよりも、むし

ろどちらかというと、これは僕の意見でございますが、きちんと権利を持っている人が読

めるような環境を提供するものなので、そういった観点で今後使っていけたらと思います。 

【委員】  制限規定というよりは、やっぱりシステムによってだれが読めるかというこ

とを規定化していく、それもコンピュータシステムで行うわけで、１つの制度であると同

時にシステムです。それは、結局はライセンスの実施ということで完成していこうと、こ

ういう考えですか。 

【「電子ブック」発表者】  そのとおりでございます。２つありまして、認証からは、

今、委員がおっしゃった話でありますし、もう一つは、ＤＲＭからいくと今先生がおっし

ゃった話で、２つの面で研究・教育利用目的用の権利管理というのが成り立つと思います。

しかも、大学の中の研究機関でございますので、その辺のコントロールは、行うとすれば、

そこで行うのが一番いいという具合に思います。 

【座長】  ほかに質問。どうぞ。 
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【委員】  逆に、今回は高等教育機関というのでビジネスモデルだという形ですが、こ

れは一般の書籍のビジネスモデルに拡張可能なものなのか、あるいはそことどういう差が

あるのかということについては、どのようにお考えでしょうか。 

【「電子ブック」発表者】  一般で、例えばここで提案しているモデルをそのまま適用

するならば、グループで電子書籍が購入可能かどうかということに関しまして、この認証

フレームワークを一般のものにも使えるかどうかということになると思いますが、それは

どうなのでしょうか。一般で可能かどうかというのは、我々はわからないですが。例えば、

一般というよりももうちょっと、今回、この支援事業の中で公共図書館とのプロジェクト

と連携がありましたが、公共図書館というのも、そういった単位で閲覧ができるような契

約のもとで電子ブックを利用していこうというフレームワークでありますが、そういった

ところで認証の連携をしていくというのはあり得るのではないかなと思います。当然、グ

ループで、一般で購入できるのでございましたら、安く購入できるようなシステムが、ビ

ジネスモデルが成り立つのであれば、このフレームワークをつくって一般でも応用可能で

ございますが、そこはそんなに単純でないかもしれません。 

【委員】  わりと、だから、比較的、図書館のモデルに近いということでしょうか。 

【「電子ブック」発表者】  そうです。 

【委員】  わかりました。 

【委員】  今の先生のご質問とも関係しますが、私はむしろ、逆にビジネスモデルにつ

いては、アカデミックな世界に限定して議論するほうが実はいろんな意味でいいのではな

いかと思っております。公共図書館とか、広く一般まで広げてしまうと権利関係の処理が

難しくなるのではないかなという印象を持っています。これはあくまでもコメントです。 

【「電子ブック」発表者】  まずは、アカデミックな中での貸借も含めてきちんとした

モデルをつくるというのは、まず第一に行うことだと思いますが、先ほど僕が公共図書館

と言いましたのは、ＩＤ連携という意味でございます。例えば大学の中の人たちというの

は、例えば公立の大学だと、県の職員の方々が回ったりしてくるので、そういった意味で、

ローカルガバメントのＩＤ連携、公共の、公立の大学とのＩＤ連携というのは、こういっ

たフレームワークのもとであるかなと考えていて、その中にどういうふうなサービスを持

ってくるかというのが次のステップになりますが、その１つとして、例えばキーワードと

して電子ブックというのがあって、電子ブックというのをキーワードに公立の大学のＩＤ

と公共の図書館とのＩＤ連携というのを行っていくというのも、１つの将来的なステップ
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としてあり得るかなと考えております。 

【座長】  時間がまいりましたので、ありがとうございました。 

 それでは、最後になりますが、書店店頭とネットワークでの電子出版の販売を実現する

ハイブリッド型電子出版流通の基盤技術の標準化および実証について、ご説明をお願いい

たします。 

【「書店店頭とネットワークでの電子出版の販売を実現するハイブリッド型電子出版流通

の基盤技術の標準化および実証」（以下「ハイブリッド型電子出版」と省略）発表者】 

 それでは、資料２－６に基づきまして、共同の提案者である日書連様、ハイブリッドｅ

ＢＯＯＫコンソーシアム様を代表して、私、インフォシティ岩浪が説明をさせていたきま

す。 

 まず、表紙の次の下の１ページ目に、我々のいうハイブリッド型電子出版流通というも

のが図示してございます。これは考え方として、今まで書店さんというのは、店頭で紙の

本を売っていらっしゃいました。あるいはもう長らくインターネット時代でございますの

で、インターネットを通じて紙の本を販売していらっしゃいました。大体ここまで２つの

売り方をなさっていたかと思いますが、このところの電子書籍時代に際して、よく世間で

一般的に言われているところの電子書籍販売という、ネットワークダウンロードによる、

紙ではなく電子の書籍の販売、それから店頭におけるデジタルパッケージによる電子の本

の販売という、今までの２つに加えまして、さらにプラス２つの売り方、これのデジタル

側のところをパッケージとネットワークのハイブリッドという意味で、ハイブリッド流通

というふうに申し上げております。 

 このハイブリッド流通が一番、昨今、スマートフォンとかタブレット、あるいは専用機

が非常に売れておりますが、それがあるから本屋さんに来ないよというお話ではなく、そ

れを買ったからこそ本屋に行くと楽しいと、こういうようなコンセプトで実証などを進め

ております。 

 次のページにいって、実施体制を書かせていただきました。日書連さんをご説明するま

でもございませんが、ハイブリッドｅＢＯＯＫコンソーシアムのメンバーのところをご説

明させていただきますと、まず作家著者の代表としてデジタルマンガ協会の副会長の里中

満智子先生、それから出版社側で角川書店さん、それから印刷会社で凸版印刷さん、流通

で日販さん、紀伊國屋書店さん、ネットワークでＮＴＴコムさん、あるいはメモリという

ことで東芝さん、ｅペーパー画像処理技術で富士フィルムさん、それからオブザーバーで
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国立国会図書館、そして弊社というあたりがメンバーでございます。主にこの２つ、今回

の実証では目標として行わせていただきまして、１つは、書店店頭でのサービスの、エン

ドユーザーも含めました実証の実験でございます。それから２つ目が、このハイブリッド

流通というサービスモデルを実現するために必要となる技術の標準化、それからこれは国

際的なところも含めましてガイドラインの策定等、大まかにこの２つを今回の実証でやら

せていただいております。 

 まず、フィールド実験のほうの基本構成、３ページ目にございますが、実際、実証実験

のプラットフォームを構築いたしまして、サービスのプロトタイプを構築いたしまして、

実際モニターの方に店頭に来ていただいて実証と、それをまとめたということを行ってお

ります。 

 次のページ、４ページ目に、まず３店舗、実際これはオリオン書房様、須原屋様、有隣

堂様のそれぞれの店舗に、まず外から、今回の場合、通常のインターネットでなくて、信

頼性等のことでまだご心配等あるということで、今回、閉域網を引かせていただいて、店

内に無線ＬＡＮのアクセスポイントを、場所をそれぞれの店舗さんで特色を出すところを

選んでいただいて設置ということで、まず、書店が装備すべきネットワーク環境というと

ころを実際構築いたしました。 

 次の５ページ目は、この紙だとわかりませんが、実際、これはユーザーにほんとうに需

要性があるかどうかということを調べるために、スマートフォン型とタブレット型で比較

的本格的なアプリケーションを開発いたしまして、ストアの画面といたしましては、通常

のランキングとかジャンルとかフリーワード検索に加えまして、書店のおすすめというと

ころでございます。それからあと、今回我々が非常に大事にいたしましたのは、書籍を買

って、自分の蔵書、つまり本棚でございます。自分で本を購入したのだというようなとこ

ろを尐し追求するということもありまして、いわゆる本棚、ライブラリー画面。それから、

各タイプの書籍を、文字ものでありますとか、あるいは小説、コミックを表示するビュー

ア、これを開発いたしまして、次のページにいっていただき、さらに３店舗に、ちょっと

これは今、実物をお渡しいたしますが、マイクロＳＤカードに入れました、いわゆるｅＢ

ＯＯＫのパッケージを展示したラック、これも設置させていただきまして、それで実際ユ

ーザーさんにお越しいただいて、モニターの調査をいたしました。このモニターの属性、

大体年齢的には２０代から６０代までまんべんなく、それから性別もほぼ半分でございま

すが、モニター選定の特徴といたしまして、これは日書連さんといろいろとご相談して、
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ほんとうに一般の母集団でなくて、読書経験があって、結構本屋に行く人を中心とさせて

いただきました。これは変な話ですが、電子書籍自体、本屋さんに来なくなっちゃうので

はないかというのを、やはりそうではないということを検証したいというご意向もあり、

ある程度、本屋さんに来る人を今回はモニターの対象といたしました。 

 大まかな結果でございますが、ほんとうは、先ほどよくない点の意見もございましたの

で、後ほど時間がありましたらまたそれはあれいたしますが、大まかな結果といたしまし

て、まず、ダウンロードの購入の利用意向を聞いてみましたところ、ここにありますよう

に、「利用したい」が約４分の３、「利用したいと思わない」は１２.３％でございまし

た。これは店内のＷｉＦｉでのダウンロード販売でございます。外で３Ｇ回線とかで買う

のではなくて。ということですで、純粋なオンラインの書店よりも安心できるとか、店員

さんに話を聞きながらできるとか、そういったようなご意見等も寄せられました。 

 次の２番が、これは幾つか店内で行いましたサービスのうち、一番利用意向が高かった

ものが、これは先ほどもちょっと出ましたが、立ち読みというか、試し読みサービス、こ

れは実に７７％の人が、これがあったら実現したいということでございます。ここは結構

強い意見として、電子書籍ばかりでなくて紙の出版物も試し読みしたいという意見が非常

に多かったです。これに関しましては、年齢が上がるほど上昇する傾向がございました。 

 次のページをめくっていただいて、調査結果３でございます。それでは、このようなサ

ービスを書店が行って、書店に来る頻度は減るのか増えるのかというお話でございますが、

「増えると思う」とお答えいただいた方が約３０％で、変わらずということは、今回のモ

ニターの母集団からいくと、変わらず来るよということでしたが、それが４５％、それか

ら「わからない」が約２４でした。もう電子書籍のダウンロードサービスがあるから来な

いよという人は、ほとんどこの調査ではおりませんでした。ただ、寄せられた意見といた

しまして、端末を買って持ち込んでくるようなお話も含めまして、座って利用できる場所

がほしいですとか、あるいは自分は持ってないから貸し出してほしいですとか、書店さん

で行っているポイントですとかクーポンに対する用が非常に多いという結果でございまし

た。 

 １１ページ目、とりあえずこのような検証を得まして、書店さんでこの後何を、どんな

装備をしなくてはいけないのか。実際には、ここまでの検証はまだ最終的に詰めるところ

までいっておりませんが、わかりやすく、しかも、安いパッケージができるかどうかとい

うのが１つ焦点でございますが、いずれにせよ、店内の無線ＬＡＮ環境のあるべき姿と、
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外から引いて、今回、実は課題は、もし会員さんの管理をするのだとしましたら、ストア

システムを持たなくてはいけない。こちらのほうの壁は線を引くだけよりも重いですが、

自分のストアを置くためにセンター側と接続するネットワーク環境、この辺あたりを大体

想定いたしました。 

 次の１２ページ目にいっていただきまして、これらのフィールド実験のまとめといたし

ましては、考えましたモデルといいますのは、ユーザー需要性が大まかに言えばありまし、

紙の書籍と併売するシナジー効果というのも非常に認められます。来店促進につなげられ

る工夫などはさらにいろいろとできるだろうということが、非常に大まかでございますが、

まとめでございます。 

 次の１３ページ目は、これは細かくご説明いたしませんが、ネットワークダウンロード

と、今ごらんいただきましたようなマイクロＳＤによるパッケージと両方にまたがって、

どちらで買ってもユーザーは同じことになるよということを行うには、特にこのＤＲＭの

ところが、両方にらんだ要件、これを満たすようなシステムでなければなりませんので、

これを整理して、実際、これのシステムを組んで、それからサーバサイド、クライアント

サイドにも組み込んだ形で実証を行って、さらにこれをつくって規格提案をするという活

動を実際行っております。 

 次の１４ページをごらんいただきまして、ＳＤカードの技術規格を決めているのはＳＤ

 Associationという組織でございますが、ここに対しまして、実際、ＳＤ－ＳＤ ｅＢＯ

ＯＫという規格を提案いたしました。この組織の標準化というのは全社による投票で行わ

れますので、実際、世界加盟千何社あるかちょっと分かっておりませんが、尐なから

ず１,０００社以上のメーカーさんとか、そういうところが加盟しておりますが、それを

経て標準規格として承認をいただき、さらにＳＤ Associationが採用しているＤＲＭ技

術が４Ｃ EntityのＣＰＲＭという、よくＤＶＤなんかでＣＰＲＭ対応とか、そういうこ

とが書いてあるかと思いますが、そこの組織に拡張提案をしなければなりませんので、Ｓ

Ｄ－ＳＤの片方のＳＤは Separate deliveryのＳＤでございますが、これを提案いたしま

して、これも年末に規格承認されて、ことしの１月６日にＳＤ Associationが、Interna

tional ＣＥＳにおいて初めてのｅＢＯＯＫのスタンダードの規格といたしましてＳＤ－

ＳＤ ｅＢＯＯＫを発表していただいたということでございます。これはＳＤ Audioとい

う音楽の規格、それからＳＤ Videoという映像の規格でございます。ＳＤ Videoという

のは、例えばワンセグを録画いたしますと、ＳＤカードに入りますと全部ＳＤ Video規
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格になります。ドコモさんで録画してソフトバンクで見ても見れると、こうなるわけでご

ざいますが、これは全世界でもちろんそうです。それに次ぐ規格といたしまして、コンテ

ンツ規格といたしましてＳＤ ｅＢＯＯＫというのは、実際にこれは規格として発表され

ました。 

 次の下のページ、そこで決まりましたのは、別にこれはコンテンツフォーマットという

わけではなくて、メディアの収納フォーマットでございます。中に入れるコンテンツフォ

ーマットを今度あわせて規格化するということで、募集が行われ、世界からＥＰＵＢとマ

イクロソフトはＸＰＳを提案してまいりましたが、我々のほうでは国内フォーマットであ

るＸＭＤＦ、ｄｏｔｂｏｏｋを規格化いたしました。これは、現在、手続中という段階で

ございます。 

 もう一つ、我々が検証いたしましたのが、これはＳＤ ｅＢＯＯＫというよりも、これ

はパッケージメディアですで、例えばＤＶＤと同じように、一つのパッケージが国際的に

出ていくというケースが考えられます。ＤＶＤでいけば、字幕とか音声が多カ国語対応し

ているというのと同じでございます。ということで、多言語対応フォーマットというのを

検討いたしまして、これも規格化して、今提案している段階に今ございますが、例として

文字ものを、縦書きの小説とか、ここら辺はどうやったって日本だけのものですので、一

番多言語化がありそうなコミックのフォーマットを例にとりまして、これの多言語対応の

フォーマットを規格化して提案をいたしました。 

 今後の展開及びスケジュールということでございますが、大体、今年度の実証実験を行

わせていただきまして、まず店頭における需要性みたいなものはエンドユーザーも含めま

して大体検証できたかなと思っております。あと、先ほど申し上げました書店が装備すべ

きネットワークインフラの環境は大体モデルが想定できたかと思いますが、尐し課題とし

て残りますのは、会員管理も含むストアがどうなるかということでございます。それと、

今年はさらにこの後、９月にｉＣｌｏｕｄなんていうのが出てまいりますと、クラウド型

のサービスみたいなものもおそらく対応しなくてはいけないということもありまして、そ

のあたりを今年度は検証したいと思っております。 

 それから、国際規格になったこともございまして、比較的、例えばアメリカの最大手の

書店チェーンさんですとか、あるいは端末メーカーさん、ヨーロッパのフィンランドのメ

ーカーさんですとか、あるいはデンマークのキャリアさんからいろいろと問い合わせ等も

きておりますので、そういった国際的な展開も今年度の活動の視野に入れたいと思ってお
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ります。 

 あと、一応、モデルといたしｈまして全体的に大体ベーシックなところは見越せたと思

いますが、まだ対応端末に関しましては、実際市場に出ている、いないといいますか、お

りませんが、課題を残しておりますので、現実的には、ここらへんに対しまして成果を展

開していくのが本年度になろうかと思います。 

 以上でございます。 

【座長】  ありがとうございました。それでは、どうぞ、ご質問をお願いいたします。

どうぞ。 

【委員】  まず単純な確認からさせていただきます。配付資料のパワーポイントの９ペ

ージ目に「紙の出版物の試し読みもできると良い」というコメントがありましたが、これ

は紙の出版物の試し読みを電子的にできればよいということなのでしょうか。 

【「ハイブリッド型電子出版」発表者】  そのとおりです。その希望は非常に多かった

です。 

【委員】  わかりました。 

 それから、２点目ですが、ＳＤで電子書籍を販売するといった場合に、それの古書市場

が今後生じるといったことは想定していますか。 

【「ハイブリッド型電子出版」発表者】  いわゆるゲーム等にございます中古販売とい

うことですか。 

【委員】  そうです。 

【「ハイブリッド型電子出版」発表者】  そのあたりは、たった今、ＤＲＭも含めまし

た技術規格といたしましては、とり得るオプションといいますか、こういうことはできる

というのは、大体ハイブリッド、両者行ったり来たりすることも含めまして並べられたの

かと思っておりますが、それを現実的にどこまでの商売をなさるかというのは、おそらく

出版社さん、あるいは書店さんの決定範囲だと思います。技術サイドは全部並べておくけ

ど、どのモデルでやるかという話は、確かにおっしゃるとおり、しようと思いますと何で

もできると思いますが、いわゆるユーザーの電子的なやつの転売を許すか許さないか。技

術サイドができると思っておりますが、決めるのは確かに、あの後、結構重要なテーマだ

と思っております。ただ、両方可能にはしてあるつもりでございます。 

 ちょっと細かくなりますが、１３ページの必要な要件のところで、サーバ認証からの機

器バインドですとか、メディアバインドですとか、ドメイン機能といいますのが一応網羅
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的に全部整理してございますので、このような管理は行おうと思えばできるようになって

おります。対応端末が出ればという話でございます。先ほど最後の最後で申しましたが、

この考えに基づきまして対応端末が出てくるのは、多分今年の暮れぐらいからでございま

す。 

【委員】  ありがとうございます。 

【座長】  ありがとうございました。では、ほかに。 

【委員】  今回のアンケートそのものも興味深いですが、ユーザー層を絞ったというと

ころで逆に気になりましたのは、先ほど質問があったと思いますが、むしろ書店の来る人

のユーザー層というのはもっと広いので、ヘビーユーザーのために役立つというのと、も

っと多様なユーザーに役立つというのは随分視点が異なるような気がいたしますが、その

辺については何かご検討なり、あるいは調査なりしておりますか。 

【「ハイブリッド型電子出版」発表者】  ユーザー調査で対象を尐し絞ったというお話

についてでしょうか。 

【委員】  そうです。 

【「ハイブリッド型電子出版」発表者】  実際、今回は確かに読書習慣がある、よく来

る人ということと、スマートフォンかタブレットを持っている人を優先いたしましたが、

実際には持っていない人のほうがまだ多くて。という意味では、普通の調査と比べて、読

書習慣があって来るというところは尐し絞り込まれておるかと思いますが、その他といた

しましてはそんなに特定されているとは思っておりません。 

【委員】  というのは、むしろ、私の質問といたしまして、例えばオンラインだと、ク

レジットカードを使えない子供が買うですとか、そういったことも、この方法なら可能な

わけでございます。 

【「ハイブリッド型電子出版」発表者】  そうです。実際、ユーザーさんの評価といた

しましても、そのあたりを、今までの書店カードで買えますと、書店のプリペイドのカー

ドで買えるみたいなところを評価していただいている方も結構おります。つまり、いつも

の紙の本と同じやり方で買えますと、電子もということは、ご意見として結構高評価のほ

うに上がってきております。 

【座長】  ほかにいかがですか。あるいはここにご出席の皆様方からの質問でも結構で

すが、ございますか。 

 それでは、よろしいでしょうか。それでは、ありがとうございました。 
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【「ハイブリッド型電子出版」発表者】  ありがとうございました。 

【座長】  そういたしますと、これで一応本日の評価会の予定は終わりました。明日に

つきましては、事務局からアナウンスをお願いいたします。 

【松田情報流通振興課統括補佐】  本日はお疲れさまでございました。残りの４事業に

つきましては明日１０時より評価会を開催いたします。場所は、本日と同様、第１特別会

議室でございます。 

 なお、事業の実施者の方々にお願いでございますが、エコロジーの観点から、資料は本

日配付させていただいたものを明日もお持ちいただくようお願いいたします。明日は議事

次第と座席表のみ配付いたしますので、その点、ご留意のほうをよろしくお願いいたしま

す。 

 なお、構成委員の方々につきましては、場所は本日と同じでございますので、資料につ

きましてて、例えば本日このまま机の上に置いたままであってもよろしいかと思います。 

 以上でございます。 

【座長】  これで今日はよろしいですか。 

 ありがとうございました。 

以上 

 

 


